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* ਈᅶय़ގࢅ཈ၔఘ̜ၼੇ࡚޻ݏୠय़ࢅ୹̜ଃݶၼੇҪҬҹӓय़ࢅ࿫ჸ

2017 年度全国市区町村への防災アンケート結果概要

ᇥͱڵᇥͱ̡ۘใᄤڵͱ̡ઃۡ௸ჺͱ̡຿આஞ߻౓̜౞ͱ̡๦੟̜ڔ

Summary of Disaster Prevention Questionnaire to Nationwide Municipalities in 2017

Tada s hi  I S E , K an S HIMAZ AK I, S hi nya  M IU RA, S hoi c hi r o U C HIY AMA, a nd Y ui c hi r o U S U DA

* Integrated Research on Disaster Risk Reduction Division,
National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience, Japan

1. はじめに

ਈᅶय़ގࢅ཈ၔఘ  ၼੇ࡚޻ݏୠय़ࢅ୹ͅ ၼ̟݁ړ

य़ݏੇ ќ͆Ѥ̟ඒగѹ෦༃ѣࠒ഑̟分౸ѝいјた୍

ᅗचѣੇޕय़ࢅに݈н ૜̟಺ੇޕにവюるӂҩ̷Ҽ̡

ӝҬҢྵ݆に࠙юるय़ࢅѝ̟૜಺ੇޕѣ௝၈ѣᅧߋ

ᅀに࠱њфੇޕവ੫に࠙юるय़ࢅを৫јћいる̠ш

льた̟ଃݶѣ૳഻ѝষт合い̓ ૳੒ѣၼੇࣅჄͅ ᄬ

ၼ̟വݸ̟ܥ࿳ に͆ᄃᅶљय़ࢅ ѣ̈́ためѣ࠱ೊ௝၈ѝ

ьћ̟ଃݶѣ૳഻を౞ьф໿ٷюるшѝをჭษに̟

಻ਈᄄ 1, 700 ѣધࣥාഡͅ ಻ਈѣધාഡѝ๫࢝ 23 ࣥ͆

をവொに̟ၼੇѹࠊࡀ࠮ᅬに࠙юるڵ౯ҕӦҤ̷һ

෕ਯを૳યьた̠

ႏঢ়Ѥ̟௒記ѣჭษќ̟န౗ 29 ໪ 5 ॉに૳યь

た಻ਈѣધࣥාഡѣവொѝьたҕӦҤ̷һ෕ਯѣॆ

юるѷѣќある̠ގを঱ݑ

表 1  ҕӦҤ̷һ෕ਯѣޘᅆ

৷̜ჭ ຿̜ᄵ

1 ෕ਯവொ ಻ਈѣ 1, 718 ધාഡпѽѨ 23 ຠအ̟ࣥ合計 1, 741 ѣၼੇ൷๵ݢේ̟ѳたшҁに୯яるၒ

2 ෕ਯၒၔ ᄨ೾にѽるҕӦҤ̷һᅀહѣ༖࿒пѽѨݸମьた̠

ҕӦҤ̷һᅀહѭݸ๹をෟಅ記໛юるшѝを࠱ႏѝьた̠

たѕь̟ါ௹Ѥᆎࣟঞ໷ѝьた̠

3 ૲ჵѣ຿ᄵ ѣ݁ړ 3 ৷ჭͅ ൌ৷ჭ に͆љいћ૲ჵьた̠௉੎Ѥู࿌ૄᆎ 1 をઅவѝюる̠

ၼੇય੫ѣ૳഻にљいћ̜ؠ

௝၈ҪҬҹӓѣॶ௢にљいћޕੇ̜ء

ࡀ჆ఘ৩ࣲ̜ͅآ ҼӠ̷Ӧ ѣ͆ߋᅀにљいћ

4 ෕ਯࠗ࠽ ͕ႏ෕ਯ͖

̡န౗ 29 ໪ 5 ॉඩ୫ѽѿ఺૑ᄨ೾ьた̠

๹̵ಃ̢န౗ݸ̡ 29 ໪ 6 ॉ 16 ໙ͅ ࣟ ர͆ھᄜ঳ѝь̟

̡たѕь̟ᄨ೾࠽ॻを 6 ॉ 30 ໙ѳќѝь̟തஜѣ܋ඨを࢕ᄵьた̠

͕෪݈෕ਯ͖

̡௒記ѣႏ෕ਯに݈н്̟ؠ৷ჭ̢2 ჵ്̟ء৷ჭ̢1 ჵ്̟آ৷ჭ̟1 ჵѣ෪݈෕ਯを૳યьた̠

̡വொѤႏ෕ਯにݸ๹をຝた 710 ѣ࠱ೊ૜૔ളѝьた̠

̡န౗ 29 ໪ 9 ॉඩ୫ѽѿ఺૑೾࿌ьた̠

๹̵ಃをန౗ݸ̡ 29 ໪ 10 ॉ 6 ໙ரھᄜ঳ѝь̟10 ॉ 15 ໙๽ඨ分ѳќᄜ঳ѝьた̠

5 ๹ଅిݸ ͕ႏ෕ਯ  ͖ 710 ̺ 1, 741 ѣ࠱ೊ૜૔ളрらݸ๹をຝた̠

͕෪݈෕ਯ  ͖ 455 ̺ 710 ѣ࠱ೊ૜૔ളрらݸ๹をຝた̠
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2. アンケート結果概要

（1） 防災施策の実態について

ჵ I- 1̢ൌ࿫分ѣၼੇ൷๵࿫୿Ѥ೴Ⴤݢに຿၆ъ

ћいる૜૔ളがതф̟ລᅶьћいる場合にѤ̟ൌབྷ

が͑ ᅬࠊࡀ࠮ ѝ͒いл჏஻ќある̠

ჵ I- 2̢ၼੇ௱ిۀѤန࣎ษにѤ಻௱ిۀѣ 2 %
น๘ќある̠

ჵ I- 3̢੅ୟ೴޾にവюるၼੇᄬ઎ѣ߇合Ѥန࣎

ษにѤ 4 % ଖќあるが̟ႏಈჵѤ൴ڕが͑ಒ͒܆ѝ

なјћいたが͑͒܆ќݸ๹ьたѝપ҄ҁるݸ๹ѷത

ф̟౞ౖޱに࡞ჵがગる̠ьたがјћႏಈჵѣॆݑ

Ѥઅ৤น๘にѝўめるѮтќある̠

ჵ I- വ੫ႏ࿫ѣಈ඙ӈӠҕѤൌབྷがޕ4̢ੇ 3 ޏ

࿫ќѤڵќあるが̟݁ړ 5 がಈ඙ӈޏѽѿѷ௒ѣޏ

Ӡҕになјћいるᆰѷ।らҁた̠

ჵ I- 5̢಻௱ిۀにവюるྈੇඒ༄२फ६がある

௱ిۀѣ߇合Ѥန࣎ษにѤ 9 % ଖќあјた̠

ჵ I- 6̢န࣎ќ 27 % ଖѣ௱ۀが૜૔ളޓрら෭࣍

ьћいた̠

ჵ I- 7̢ఘশ 1 Ⴏఘあたѿѣྋ໎୹ిѤန࣎ќ

21. 3 ୹ќあјた̠ݚ

ჵ I- 8̢ ఘশ 1 ఘあたѿѣྋ໎୹ซۀѤန࣎ќ 0. 59
ఘќあјた̠

ჵ I- 9̢ണѣඒၒ঱ࢣඇളѝန࣎ 13 ॊѣੇ࠙ޕᇍ

ѣࢥซがॆѥҁћいた̠

ჵ I- 10̢ჂࠗඇളѝѤန࣎ 29 ॊѣੇ࠙ޕᇍѣࢥ

ซがॆѥҁћいた̠

ჵ I- ࢍݦവ੫ႏ࿫Ѥޕ11̢ੇ 10 ໪ࠗにန࣎ 5. 4 ݸ

ಈ඙ъҁћいた̠

ჵ I- 12̢ඒڱၼੇ計ݭѤ 81 % ѣ૜૔ളрら w e b
঱ގъҁћいた̠

ჵ I- 13̢ඒڱၼੇ計ݭѤࢍݦ 10 ໪ࠗにန࣎ 3. 7 ݸ

৐ంъҁћいた̠

ჵ  ෪݈ I- 1̢န࣎ 17 % ѣ૜૔ളがඒڱၼੇ計ݭ

に݈нћ࣮ളษな૳৫計ݭѹ৫ຍӑҾӘҕӞをྐн

ћいた̠

ჵ I- 14̢୊Ⴢѭѣ௝၈཈௹ѣၒၔѝьћӎ̷ӓ

Ӎ̷ҫ̡қӝҕӔ̷Ӟ̡ৄ၈ଇѤ 8 ಈܵݍน๘̟߇

඙च჆ಧѹ S NS Ѥབྷిน๘ѣ૜૔ളがᅧᅀьћい

た̠ҦӒӘҾҹҖ F M ѹҗӦҲ̷ӀҶһӜҫҝなў

ѣᅧᅀѤڵ࿫૜૔ളにѝўѳјた̠ީ૜૔ളѤန࣎

юるѝ 5 љน๘ѣ௝၈ҴӖӦӀӞをૐјћいた̠

ჵ I- 15 ̼ ඐѤ࣎४ౖѣ૜ঃྵ݆ѣန࠮ޕ17̢ੇ

807. 2 ќあѿ̟ᅬᇫษなန࣎ඐ 850 ѽѿѷ๼計ษに

ᄜڞにి્が஛ъいͅ ४ౖが৹いѝྵ݆࠮ޕੇ ш͆ѝ

がр҄јた̠ၼੇ൷๵௱ۀѤန࣎ษにѤ૳഻ѽѿѷ

рらޕၒ̟ੇڵ४ౖを৹фྵ݆ьћいた̠࠮ѣޕੇ

ѣݸ࿳ᆜѹ୊Ⴢѣၼੇૢڞѣန࣎ඐѤᅬᇫษなန࣎

ඐѣ 850 ѝᄜڞਮが।らҁя̟န࣎ษにѤห౞にྵ

݆ъҁћいるшѝが҄рјた̠

෪݈  ჵ I- 2̢ඒڱၼੇ w e b にവюる߷ೢѤྲྀซษ

な຿ᄵѽѿѷ৥ซษな຿ᄵѣిが௒ݸјћいた̠

（2） 災害情報システムの現状について

ჵء - 1̢95 % ѣ࠱ೊ૜૔ളが̟ॶ੔̟ੇޕ௝၈

ҪҬҹӓをဲᄜьћいるрྲྀрに࠙҄らя̟݄らр

ѣੇޕ௝၈ҪҬҹӓがྣᅆѝ৤нћいる̠

ჵء - 2̢95 % ѣ࠱ೊ૜૔ളが̟๓ຘ࿓ॢが෕൦

ьたੇޕ௝၈ҪҬҹӓをဲᄜьћいるѝݸ๹ьћп

ѿ̟Ѱѝ҈ўѣ๓ຘ࿓ॢが̟ધාഡѝѣࠗにੇޕ௝

၈ҪҬҹӓをຐ໛ьћいるшѝが҄рる̠

ჵء - 3̢๓ຘ࿓ॢѣҪҬҹӓにവьћ̟25 % ѣ

ೊ૜૔ളが͑࠱ лѳфࡀ໸ьћいる̟͒ 59 % が͑ ある

น๘ࡀ໸ьћいる͒ѝݸ๹ьћпѿ̟തфѣ࠱ೊ૜

૔ളが̟৥ซษにഏнћいるшѝが૙ъҁћいる̠

ჵء - 4̢82 % ѣ࠱ೊ૜૔ളが̟ລ૜ѣੇޕ௝၈

ҪҬҹӓを͑ ဲᄜьћいない ѝ͒ݸ๹ьћいる̠

ჵء - 5̢ລ૜ҪҬҹӓにവьћ̟16 % が͑ лѳф

໸ьћいる̟͒ࡀ 58 % が͑ あるน๘ࡀ໸ьћいる ѝ͒

๹ьћいる̠ݸ

ჵء - ௝၈ҪҬҹӓがлѳޕཥᇫѝьћ̟ੇڵ6̢

фࡀ໸ьないᅬᄢѝьћ̟61. 1 % が͑ੇޕ૑にѤၮ

ьфћ໛ᆜќтない̟͒ 57. 7 % が͑ န௜૑ѣҪҬҹӓ

ќѤないため̟いыѝいл૑に೧੣ၒၔが҄рらな

い̟͒ 43. 7 % が͑ ੗ౘษなᅆہќୌ分なಈྐをຐ໛ќ

тない ѝ͒ݸ๹ьћいる̠ͅ ࿸ిݸ๹݉͆

ჵ  ෪݈ء - 1̢ॶ௢ѣੇޕ௝၈ҪҬҹӓќဲᄜьћ

いないࡀ໸ѣлі̟ౙྐがྣᅆќあるࡀ໸Ѥ݄рѝ

ѣ૲ჵにവьћ̟42. 0 % ѣ࠱ೊ૜૔ളが͑୊Ⴢѹީ

ୟ಑࠙ࡀなўрらѣྈޕ௝၈をౙᅬ̡ࢣᄜь̟വܥ

をબ܎юるࡀ໸̟͒ 40. 2 % が͑ ྋ໎୹ѣގಈ̟۫ۦな

ў୊Ⴢྋ໎に࠙юるࣅჄをબ܎юるࡀ໸̟͒ 37. 8 %
が͑ྈޕѣ௢ࢴを໿ٷюるためѣҮӦҨ̷̟ҞӔӜ

なўをڵ८ษにࠊᅬюるࡀ໸ ѝ͒ݸ๹ьћいる̠ͅ ࿸

๹݉͆ݸి
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（3） 無人航空機（ドローン）の活用について

ჵ III- 1̢ ҼӠ̷Ӧѣຐ໛௢ࢴѤ̟಻ਈษにѴるѝ̟

͑ҼӠ̷Ӧをછᅀьたいͅ ຐ໛੆Ѵ̟ຐ໛ᄬซ̟Ⴢࠗ

৩๸ѣ合計͆͒ۦ ѝ̟͑ ຐ໛ѣ݉໸ౖがない̡ग़ກь

ћいない が͒Ѱѱབྷ̴ќあјた̠

ჵ III- 2̢ҼӠ̷Ӧຐ໛ѣᄬ઎ࡋრにљいћѤ̟಻

ਈษにѴるѝ̟50 ̼ 100 Ⴏ܆пѽѨ 50 Ⴏ݁ړ܆

ѣᄬ઎ࡋრѝݸ๹ьた߇合ѣ合計Ѥпѽђ 68 % ќ

あјた̠шѣ݆ޭസにѤ࿘ࡹचѣ࠼౦࿁がതい̠

100 Ⴏ܆を෗н 1, 000 Ⴏ܆未Ⴑѝݸ๹ьた߇合ѣ合

計Ѥпѽђ 31 % ќあјた̠шѣ݆ޭസѤઍࣅᅀҼ

Ӡ̷Ӧに分ᆭъҁるѷѣがതい̠1, 000 Ⴏړ܆௒ѣ

ളをຐ໛ьた૜૔ളѤ಻ളѣࡀ 1 % ќあјた̠шѣ

݆ޭസにѤۦ৩ॻމが৹いӒӝҲӝ̷ҬӍҶҢ࢈ѣ

౦࿁が।らҁる̠

ჵ III- 3̢ҼӠ̷Ӧѣۦ৫ज഻に࠙ьћѤ̟ۦ৩ज

഻ѝьћෟ۫ۦ৩をಱൗьた߇合Ѥᄄ 35 % ќあѿ̟

ჵ III- 2 にпいћ࿘࠼ࡹ౦࿁ҢӜҬѣ݆ޭസをಱൗ

ьた߇合ͅ 68 % ѽ͆ѿѷஜなрјた̠ۦ৩ज഻ѝьћ

৩がᄄۦධޓ 20 %̟Ⴢࠗࠬࣅ๸にѽるۦ৩がᄄ 40 
% ќあјた̠

ჵ III- 4̢ҼӠ̷Ӧќ૳ॶьたいࣅჄѝьћ̟࿈ୟ

൴থ̟ࡎࢣ൴থѝѷに͑ ໢ޱ̡ٷѣ໿ࢴ௢ޕੇ が਼͒

ѷതф࢒чらҁた̠шѣണ̟ᅶ໛ਙ໎ඒѹݔಗќѣ

௝၈ମେ̟৫ၒ࿋ბଅѣೣ੬̟ংᅶඒѣޱ໢̟ۮഃ

ѣ੶ۭ̟࿿ૄѣۦཛ̡ᄑ೾̟PR ഃѣ੶ۭ̟җӌۮ

Ӧһќѣᅧᅀが࢒чらҁћいる औ̠ষѝьћ૳Ⴤษ̡

࣮ളษな記ୡѤஜなф̟͑ੇޕѣ௢ࢴ໿ٷ ௝̟၈ମେ͒

ѣѽлなޘ໫ษな記ੑがതい̠なп̟૜૔ളѣڵ࿫

にѤரၼࣆѳたѤரၼႏ࿫を຿࿫೏௰ѝьћૐљ場

合ѝ̟࿸ిѣ૜૔ളќৄڱૉჄ೏合を೏௰ьћரၼ

໸をૐたѐる場合ѝがあѿ̟ྣяьѷюѮћѣ૜ࡀ

૔ളќரၼၼੇѣॶ場૳Ⴤଅѣڞ।が記ୡъҁћい

るѝѤॻらない฿にᅾڞがྣᅆќある̠

ჵ III- 5̢ҼӠ̷Ӧにࢀめるౖ໸̡ࡀ໸ѝьћ̟࿈

ୟ൴থ̟ࡎࢣ൴থѝѷに̟೧੣ѣౖڠࠋѣষ௒̟ྍ

৫ౖ໸ѝьћѽѿේいྍ৫૑ࠗѣްຝ̟വমౖͅ ၼ

రౖ ѣ͆ষ௒๸をࢀめる記ୡがതфѴらҁた̠ѳた̟

ຠซѣ౦࿁჏がᇀ࢒ъҁћいる̠͑ ಻ڋ を͒ᅆౖࢀ໸

ѝюる記ୡが।らҁたが̟ফ෭ڋ಻ѝຎᄼ̟ҼӠ̷

Ӧѣڋ಻Ѥۦ৩ଅ૜ఓќဲޱюるྣᅆがある฿にධ

がྣᅆќある̠ڞ

ჵ෪݈ III- 1̢ҼӠ̷Ӧຐ໛ঞѣჭษ൦౗௢ࢴに࠙

ьћѤ̟ҼӠ̷Ӧをຐ໛ьた૜૔ളѣлі̟ჭษを

൦౗ѝьたݸ๹がབྷిќあјた ൦̠౗ќтћいない̟

あるいѤۦ৩ݶࡀが჆ф分рらないがગѿѣབྷిѝ

なјた̠

ͅ2017 ໪ 11 ॉ 9 ໙९ঢ়ଦ࿌̟

2017 ໪ 11 ॉ 9 ໙९ঢ়ଦᅬ͆
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ู࿌ૄᆎ

ู࿌ૄᆎ 1̢̜ҕӦҤ̷һ෕ླ

ู࿌ૄᆎ 2̢̜ҕӦҤ̷һ෕ླͅ ෪݈分͆
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添付資料 1：　アンケート調票

※原本は A3 裏表であるが，ここでは，A4 × 4 頁として掲載した



 
 

＜全国市区町村防災アンケートについて＞ 

国立研究開発法人 防災科学技術研究所（以下、防災科研）では、地震や津波の観測、分析といった従来型
の災害研究に加え、社会の実態と向き合い“実際の防災業務（予防、対応、回復）に役立つ研究”にも注力して
おります。 
そこで、社会の実態を正しく把握することを目的に、全国約１７００の市区町村（全国の市町村と東京 23

区）を対象に、防災や危機管理に関する一斉アンケート調査を実施することになりました。 
アンケートは A3裏表×1枚となっていますので、裏面も忘れずにご回答下さい。（回答時間目安：約 15 分） 

ご回答頂いたアンケートは返信封筒で、6月 16日（金）まで（消印有効）にご返送下さいますようお願い
申し上げます。各市区町村様におかれましては業務ご多忙のことと存じますが、ご協力を賜りたく、深くお願
い申し上げる次第であります。 
 
【目的】 
 全国の市区町村における防災および危機管理の実態の把握 
 
【公開範囲】 
(1)学術目的での公開：ご回答頂いた内容は，個別市区町村名を特定できない形（ex.〇〇県の平均値など）で

学会・論文等を通じで公開することがあります。 
(2) 2/4 ページの設問 I-1〜I-14 でご回答いただいた内容は、許可を頂ける場合には個別市区町村名を特定し

た形で公開する方向で検討を進めています。公開の可否を併せてご記入下さい。 
(3)上記とは別に、個別の回答結果について自治体名を含めて公開する場合には、改めてご相談をさせていた

だき、許可をいただいたうえで公開いたします。 
 
【個別市区町村名・回答者】 
自治体名（        ）都・道・府・県 （        ）市・区・町・村 
※これ以降の回答は防災担当課長、またこれに準ずる方がお答え下さい。 
ご回答頂いた方の肩書（                 ） 
ご回答頂いた方の名前（                 ）←空欄可・任意です 
※差し支えなければご回答いただいた方のお名刺を返信封筒にご同封下さい 
  

【問い合わせ窓口】 
国立研究開発法人 防災科学技術研究所 社会防災システム研究部門 
住所：〒305-0006 茨城県つくば市天王台 3-1 
担当：主幹研究員 伊勢 正 
電話番号：029-863-7780 
E メール：t-ise@bosai.go.jp 

Ⅰ 貴自治体の防災施策の実態  

貴自治体の防災施策の実態について教えてください。 

 

災害 年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

地震
津波

豪雨（土砂）
火山
豪雪

Ⅰ-1.防災担当部局の名称を教えてください

Ⅰ-2.防災担当部局に所属する職員数を教えてください

Ⅰ-3.防災担当部局の今年度の予算額はいくらですか？

Ⅰ-4.災害対策本部を設置する予定の部屋は何階にありますか？

□可 □否

専
任

兼
任人 人 □可 □否

千
円 □可 □否

階
Ⅰ-5.一般行政職員のうち被災地への派遣経験がある職員は

何人ぐらいいますか？

□可 □否

Ⅰ-9.他の地方公共団体と災害関係の協定を結んでいますか？

人約 □可 □否

Ⅰ-7.指定避難所は何箇所ありますか？ □可 □否箇
所

Ⅰ-8.指定避難所の定員は合計何人ですか？ 人約 □可 □否

Ⅰ-6.一般行政職員のうち貴自治体の外から通勤している職員は
何人ぐらいいますか？ 人約 □可 □否

Ⅰ-10.民間組織と災害関係の協定を結んでいますか？

件 □可 □否
※なければ「0」→

自治体名が
わかる形で
は結果を公
開しません

件 □可 □否

Ⅰ-11.年度別・災害種別に災害対策本部が設置された回数(数字)をご記入ください。

※なければ「0」

□可 □否

Ⅰ-13.地域防災計画の作成・改正年度に○をつけ、○の中に下記の【選択肢】から理
由を選んで番号をご記入ください。新規作成年度に☆をつけ加えてください。

※H18以前に作成の場合は☆記入不要 ※作成・更新がない年度は空欄

※なければ「0」→

※概数可→

※概数可→

※概数可→

Ⅰ-12.地域防災計画をインターネット公開していますか？ □はい □いいえ
□未作成 □可 □否

Ⅰ-14.住民への情報発信の手段として導入しているものにすべて☑をつけてください
□アナログ防災無線 □デジタル防災無線 □家屋設置型防災無線 □ホームページ
□SNS □携帯キャリアのエリアメール □メール配信 □コミュニティFM □CATV
□インターネットラジオ □広報車 □回覧板 □その他（ ）

□可 □否

Ⅰ-15.全国におおよそ1700の自治体がありますが，貴自治体の
災害危険性は高い方から数えて何番目ぐらいだと思いますか？

番目
くらい

Ⅰ-16.同じく，貴自治体の災害からの回復力は高い方から数えて
何番目ぐらいだと思いますか？

番目
くらい

Ⅰ-17.同じく，貴自治体の住民の防災意識は高い方から数えて
何番目ぐらいだと思いますか？

番目
くらい

※例えば，ちょうどまんなか
と思う場合は「850」を記入

↓
以下ご自身の感覚でお答え下さい

自治体名がわかる形での結果の公開

↑
※全国トップだと思う場合は「1」

※必ず☑してください

【選択肢】 1法の改正 2新たな政策・施策 3甚大な災害（自地域）
4甚大な災害（他地域） 5定期更新 6その他 7不明

年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

記入例 ①☆ ③ ③② ①
記入欄 □可 □否

防災科研
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国立研究開発法人 防災科学技術研究所（以下、防災科研）では、地震や津波の観測、分析といった従来型
の災害研究に加え、社会の実態と向き合い“実際の防災業務（予防、対応、回復）に役立つ研究”にも注力して
おります。 
そこで、社会の実態を正しく把握することを目的に、全国約１７００の市区町村（全国の市町村と東京 23

区）を対象に、防災や危機管理に関する一斉アンケート調査を実施することになりました。 
アンケートは A3裏表×1枚となっていますので、裏面も忘れずにご回答下さい。（回答時間目安：約 15 分） 

ご回答頂いたアンケートは返信封筒で、6月 16日（金）まで（消印有効）にご返送下さいますようお願い
申し上げます。各市区町村様におかれましては業務ご多忙のことと存じますが、ご協力を賜りたく、深くお願
い申し上げる次第であります。 
 
【目的】 
 全国の市区町村における防災および危機管理の実態の把握 
 
【公開範囲】 
(1)学術目的での公開：ご回答頂いた内容は，個別市区町村名を特定できない形（ex.〇〇県の平均値など）で

学会・論文等を通じで公開することがあります。 
(2) 2/4 ページの設問 I-1〜I-14 でご回答いただいた内容は、許可を頂ける場合には個別市区町村名を特定し

た形で公開する方向で検討を進めています。公開の可否を併せてご記入下さい。 
(3)上記とは別に、個別の回答結果について自治体名を含めて公開する場合には、改めてご相談をさせていた

だき、許可をいただいたうえで公開いたします。 
 
【個別市区町村名・回答者】 
自治体名（        ）都・道・府・県 （        ）市・区・町・村 
※これ以降の回答は防災担当課長、またこれに準ずる方がお答え下さい。 
ご回答頂いた方の肩書（                 ） 
ご回答頂いた方の名前（                 ）←空欄可・任意です 
※差し支えなければご回答いただいた方のお名刺を返信封筒にご同封下さい 
  

【問い合わせ窓口】 
国立研究開発法人 防災科学技術研究所 社会防災システム研究部門 
住所：〒305-0006 茨城県つくば市天王台 3-1 
担当：主幹研究員 伊勢 正 
電話番号：029-863-7780 
E メール：t-ise@bosai.go.jp 

Ⅰ 貴自治体の防災施策の実態  

貴自治体の防災施策の実態について教えてください。 

 

災害 年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

地震
津波

豪雨（土砂）
火山
豪雪

Ⅰ-1.防災担当部局の名称を教えてください

Ⅰ-2.防災担当部局に所属する職員数を教えてください

Ⅰ-3.防災担当部局の今年度の予算額はいくらですか？

Ⅰ-4.災害対策本部を設置する予定の部屋は何階にありますか？

□可 □否

専
任

兼
任人 人 □可 □否

千
円 □可 □否

階
Ⅰ-5.一般行政職員のうち被災地への派遣経験がある職員は

何人ぐらいいますか？

□可 □否

Ⅰ-9.他の地方公共団体と災害関係の協定を結んでいますか？

人約 □可 □否

Ⅰ-7.指定避難所は何箇所ありますか？ □可 □否箇
所

Ⅰ-8.指定避難所の定員は合計何人ですか？ 人約 □可 □否

Ⅰ-6.一般行政職員のうち貴自治体の外から通勤している職員は
何人ぐらいいますか？ 人約 □可 □否

Ⅰ-10.民間組織と災害関係の協定を結んでいますか？

件 □可 □否
※なければ「0」→

自治体名が
わかる形で
は結果を公
開しません

件 □可 □否

Ⅰ-11.年度別・災害種別に災害対策本部が設置された回数(数字)をご記入ください。

※なければ「0」

□可 □否

Ⅰ-13.地域防災計画の作成・改正年度に○をつけ、○の中に下記の【選択肢】から理
由を選んで番号をご記入ください。新規作成年度に☆をつけ加えてください。

※H18以前に作成の場合は☆記入不要 ※作成・更新がない年度は空欄

※なければ「0」→

※概数可→

※概数可→

※概数可→

Ⅰ-12.地域防災計画をインターネット公開していますか？ □はい □いいえ
□未作成 □可 □否

Ⅰ-14.住民への情報発信の手段として導入しているものにすべて☑をつけてください
□アナログ防災無線 □デジタル防災無線 □家屋設置型防災無線 □ホームページ
□SNS □携帯キャリアのエリアメール □メール配信 □コミュニティFM □CATV
□インターネットラジオ □広報車 □回覧板 □その他（ ）

□可 □否

Ⅰ-15.全国におおよそ1700の自治体がありますが，貴自治体の
災害危険性は高い方から数えて何番目ぐらいだと思いますか？

番目
くらい

Ⅰ-16.同じく，貴自治体の災害からの回復力は高い方から数えて
何番目ぐらいだと思いますか？

番目
くらい

Ⅰ-17.同じく，貴自治体の住民の防災意識は高い方から数えて
何番目ぐらいだと思いますか？

番目
くらい

※例えば，ちょうどまんなか
と思う場合は「850」を記入

↓
以下ご自身の感覚でお答え下さい

自治体名がわかる形での結果の公開

↑
※全国トップだと思う場合は「1」

※必ず☑してください

【選択肢】 1法の改正 2新たな政策・施策 3甚大な災害（自地域）
4甚大な災害（他地域） 5定期更新 6その他 7不明

年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

記入例 ①☆ ③ ③② ①
記入欄 □可 □否

防災科研



 
 

Ⅱ 災害情報システムの現状について 

災害情報システムについて貴自治体の実態を教えてください。 
ここでいう災害情報システムとは、災害時において被害状況や対応状況（避難所の開設状況など）を都

道府県に報告する、貴庁内の各部署で共有する、あるいは、市区町村同士で共有することを目的とした、
インターネット等の情報通信技術を用いた仕組み全般を指します。 

 
Ⅱ-1. 貴自治体において、上記で定義されるような災害情報システムを必要だと思いますか？当てはまると

思うもの１つに☑をつけてください。なお、現在保有している／していない に関わらず、何らかのシ

ステムの必要性をお答えください。 

□ ①必要だと思う     □ ②必要ないと思う     □ ③わからない 
 
Ⅱ-2.都道府県が調達した災害情報システムを保有していますか？当てはまると思うもの１つに☑をつけて

ください。 

□ ①保有している ⇒ Ⅱ-3 へ 
□ ②保有していない ⇒ Ⅱ-4へ 
□ ③わからない   ⇒ Ⅱ-4 へ 

 
Ⅱ-3. 上記Ⅱ-2で「①保有している」と回答した方にお聞きします。 

都道府県が調達した災害情報システムはうまく機能していると感じていますか？当てはまると思うもの

１つに☑をつけてください。 

□ ①うまく機能している   □ ②ある程度機能している 
□ ③どちらかというと機能していない □ ④まったく機能していない 
□ ⑤なんともいえない／わからない 

 
Ⅱ-4.独自に調達した災害情報システムを保有していますか？当てはまると思うもの１つに☑をつけてくだ

さい。 

□ ①保有している ⇒ Ⅱ-5 へ 
□ ②保有していない ⇒ Ⅱ-6へ 
□ ③わからない   ⇒ Ⅱ-6 へ 

 
Ⅱ-5. 上記Ⅱ-4で「①保有している」と回答した方にお聞きします。 

独自に調達した災害情報システムはうまく機能していると感じていますか？当てはまると思うもの１つ

に☑をつけてください。 

□ ①うまく機能している   □ ②ある程度機能している 
□ ③どちらかというと機能していない □ ④まったく機能していない 
□ ⑤なんともいえない／わからない 

 
Ⅱ-6. 皆様にお聞きします。一般論として、災害情報システムがうまく機能しない、あるいは導入に至らな

い要因は何だと思いますか？当てはまると思うものすべてに☑をつけてください。 

□ ①システムの操作が難しすぎる 
□ ②平常時のシステムではないため、いざという時に操作方法がわからない 
□ ③職員の情報リテラシー（パソコン能力）が低く使える職員が限られている 
□ ④災害時には忙しくて入力できない 
□ ⑤入力してもメリットがないので、わざわざ入力しない  
□ ⑥市区町村にとって有効なシステムでない 
□ ⑦財政的な要因で十分な設備（パソコンやサーバなど）を導入できない 
□ ⑧首長や上司が交代すると方針が変わるため定着しない 
□ ⑨政治的要因で普及しない 
□ ⑩わからない 
□ ⑪その他 （         ） 

Ⅲ 無人航空機（ドローン）の活用について 

災害時の無人航空機（以下、ドローン）の活用について教えてください。災害時に限らず、平時におい
ても活用が行われている場合も含みます。 

 
Ⅲ-1. 貴自治体における、ドローンの導入状況はいかがですか？当てはまるものに☑をつけてください。 

□ ①導入済みである、または具体的に導入の検討を進めている 
□ ②現時点で計画・予定はないが、将来的には導入可能性がある 
□ ③協定等を締結した民間企業等による運用を行っているため、自治体としての導入はしていない 
□ ④導入の可能性はない、または導入について特に検討はしていない 
□ ⑤その他（         ） 

 
Ⅲ-2. もしドローンを導入するとしたら（または導入済みの場合は）、その事業の予算規模はどの程度が予想

されますか？当てはまるものに☑をつけてください。 

□ ①1,000 万円超 □ ②500〜1000万円 □ ③300〜500 万円 
□ ④100〜300 万円 □ ⑤50〜100 万円  □ ⑥50 万円未満 

 
Ⅲ-3. ドローンの運航は、どのような形態が予想されますか？当てはまるものに☑をつけてください。 

□ ①直営運航：部署または複数部署で機体を購入し、運航業務（操縦・機体整備・運航管理）は自治体の
職員が実施する。 

□ ②間接運航：自治体が機体を購入し、民間企業や NPO 等の外部団体に運航業務（操縦・機体整備・運
航管理）を委託し、自治体職員はこれを監督する。 

□ ③外注運航：ドローンの運航が必要な場合は、業務として発注する。 
□ ④民間協力による運航：ドローンの運航が可能な事業者と災害時協力協定等を締結し、締結した民間企

業等が運航業務を実施する。 
□ ⑤その他（         ） 

 
Ⅲ-4. 実現の可否はともかく、ドローンで実施したい業務は何ですか？導入済みの場合、どのような業務に

ドローンを活用していますか？ 

【自由回答】 
 
 
 

Ⅲ-5. 実現の可否はともかく、ドローンに求める性能・機能は何ですか？導入済みの場合は、機体の名称・

飛行性能の概略についてお教えください。 

【自由回答】 
 
 
 



 
 

Ⅱ 災害情報システムの現状について 

災害情報システムについて貴自治体の実態を教えてください。 
ここでいう災害情報システムとは、災害時において被害状況や対応状況（避難所の開設状況など）を都

道府県に報告する、貴庁内の各部署で共有する、あるいは、市区町村同士で共有することを目的とした、
インターネット等の情報通信技術を用いた仕組み全般を指します。 

 
Ⅱ-1. 貴自治体において、上記で定義されるような災害情報システムを必要だと思いますか？当てはまると

思うもの１つに☑をつけてください。なお、現在保有している／していない に関わらず、何らかのシ

ステムの必要性をお答えください。 

□ ①必要だと思う     □ ②必要ないと思う     □ ③わからない 
 
Ⅱ-2.都道府県が調達した災害情報システムを保有していますか？当てはまると思うもの１つに☑をつけて

ください。 

□ ①保有している ⇒ Ⅱ-3 へ 
□ ②保有していない ⇒ Ⅱ-4へ 
□ ③わからない   ⇒ Ⅱ-4 へ 

 
Ⅱ-3. 上記Ⅱ-2で「①保有している」と回答した方にお聞きします。 

都道府県が調達した災害情報システムはうまく機能していると感じていますか？当てはまると思うもの

１つに☑をつけてください。 

□ ①うまく機能している   □ ②ある程度機能している 
□ ③どちらかというと機能していない □ ④まったく機能していない 
□ ⑤なんともいえない／わからない 

 
Ⅱ-4.独自に調達した災害情報システムを保有していますか？当てはまると思うもの１つに☑をつけてくだ

さい。 

□ ①保有している ⇒ Ⅱ-5 へ 
□ ②保有していない ⇒ Ⅱ-6へ 
□ ③わからない   ⇒ Ⅱ-6 へ 

 
Ⅱ-5. 上記Ⅱ-4で「①保有している」と回答した方にお聞きします。 

独自に調達した災害情報システムはうまく機能していると感じていますか？当てはまると思うもの１つ

に☑をつけてください。 

□ ①うまく機能している   □ ②ある程度機能している 
□ ③どちらかというと機能していない □ ④まったく機能していない 
□ ⑤なんともいえない／わからない 

 
Ⅱ-6. 皆様にお聞きします。一般論として、災害情報システムがうまく機能しない、あるいは導入に至らな

い要因は何だと思いますか？当てはまると思うものすべてに☑をつけてください。 

□ ①システムの操作が難しすぎる 
□ ②平常時のシステムではないため、いざという時に操作方法がわからない 
□ ③職員の情報リテラシー（パソコン能力）が低く使える職員が限られている 
□ ④災害時には忙しくて入力できない 
□ ⑤入力してもメリットがないので、わざわざ入力しない  
□ ⑥市区町村にとって有効なシステムでない 
□ ⑦財政的な要因で十分な設備（パソコンやサーバなど）を導入できない 
□ ⑧首長や上司が交代すると方針が変わるため定着しない 
□ ⑨政治的要因で普及しない 
□ ⑩わからない 
□ ⑪その他 （         ） 

Ⅲ 無人航空機（ドローン）の活用について 

災害時の無人航空機（以下、ドローン）の活用について教えてください。災害時に限らず、平時におい
ても活用が行われている場合も含みます。 

 
Ⅲ-1. 貴自治体における、ドローンの導入状況はいかがですか？当てはまるものに☑をつけてください。 

□ ①導入済みである、または具体的に導入の検討を進めている 
□ ②現時点で計画・予定はないが、将来的には導入可能性がある 
□ ③協定等を締結した民間企業等による運用を行っているため、自治体としての導入はしていない 
□ ④導入の可能性はない、または導入について特に検討はしていない 
□ ⑤その他（         ） 

 
Ⅲ-2. もしドローンを導入するとしたら（または導入済みの場合は）、その事業の予算規模はどの程度が予想

されますか？当てはまるものに☑をつけてください。 

□ ①1,000 万円超 □ ②500〜1000万円 □ ③300〜500 万円 
□ ④100〜300 万円 □ ⑤50〜100 万円  □ ⑥50 万円未満 

 
Ⅲ-3. ドローンの運航は、どのような形態が予想されますか？当てはまるものに☑をつけてください。 

□ ①直営運航：部署または複数部署で機体を購入し、運航業務（操縦・機体整備・運航管理）は自治体の
職員が実施する。 

□ ②間接運航：自治体が機体を購入し、民間企業や NPO 等の外部団体に運航業務（操縦・機体整備・運
航管理）を委託し、自治体職員はこれを監督する。 

□ ③外注運航：ドローンの運航が必要な場合は、業務として発注する。 
□ ④民間協力による運航：ドローンの運航が可能な事業者と災害時協力協定等を締結し、締結した民間企

業等が運航業務を実施する。 
□ ⑤その他（         ） 

 
Ⅲ-4. 実現の可否はともかく、ドローンで実施したい業務は何ですか？導入済みの場合、どのような業務に

ドローンを活用していますか？ 

【自由回答】 
 
 
 

Ⅲ-5. 実現の可否はともかく、ドローンに求める性能・機能は何ですか？導入済みの場合は、機体の名称・

飛行性能の概略についてお教えください。 

【自由回答】 
 
 
 





添付資料 2：　アンケート調票（追加分）



【追加】全国市区町村防災アンケートについて 

国立研究開発法人 防災科学技術研究所（以下、防災科研）では、地震や津波の観測、分析とい
った従来型の災害研究に加え、社会の実態と向き合い“実際の防災業務（予防、対応、回復）に役
立つ研究”にも注力しております。 
そこで、社会の実態を正しく把握することを目的に、全国約１７００の市区町村（全国の市町村

と東京 23 区）を対象に、防災や危機管理に関する一斉アンケート調査を実施することになりまし
た。 
今回の追加アンケートは、当初（今年５月実施）アンケートにご回答賜りました自治体様のみを

対象としています。 
追加アンケートは４問のみ、本紙の裏面 A4×1枚となっています。（回答時間目安：約 5 分） 

ご回答頂いたアンケートは返信封筒で、10月 6日（金）まで（消印有効）にご返送下さいますよ
うお願い申し上げます。各市区町村様におかれましては業務ご多忙のことと存じますが、ご協力を
賜りたく、深くお願い申し上げる次第であります。 
 
【目的】 
 全国の市区町村における防災および危機管理の実態の把握 
 
【公開範囲】 
(1)学術目的での公開：ご回答頂いた内容は，個別市区町村名を特定できない形（ex.〇〇県の平均

値など）で学会・論文等を通じて公開することがあります。 
(2)裏面の設問 追加 I-1 でご回答いただいた内容は、許可を頂ける場合には個別市区町村名を特定

した形で公開する方向で検討を進めています。公開の可否を併せてご記入下さい。 
(3)上記とは別に、個別の回答結果について自治体名を含めて公開する場合には、改めてご相談を

させていただき、許可をいただいたうえで公開いたします。 
 
【個別市区町村名・回答者】 
自治体名（        ）都・道・府・県 （        ）市・区・町・村 
※これ以降の回答は防災担当課長、またこれに準ずる方がお答え下さい。 
※前回と別の方がお答えの場合は下記にもご記入ください。 
ご回答頂いた方の肩書（                 ） 
ご回答頂いた方の名前（                 ）←空欄可・任意です。 
※差し支えなければご回答いただいた方のお名刺を返信封筒にご同封下さい。 
  

【問い合わせ窓口】 
国立研究開発法人 防災科学技術研究所 社会防災システム研究部門 
住所：〒305-0006 茨城県つくば市天王台 3-1 
担当：主幹研究員 伊勢 正 
電話番号：029-863-7780 
E メール：t-ise@bosai.go.jp 防災科研



Ⅰ 貴自治体の防災施策の実態  

貴自治体の防災施策の実態について教えてください。 

 
追加Ⅰ-1. 地域防災計画に記載されている危機管理項目に対して、地域防災計画とは別に「具体的な行動の

内容」を定めた計画やマニュアルはありますか？ 

□ ①ない 

□ ②特定の業務について部分的にある 

□ ③網羅的にある                自治体名がわかる形での公開：  □可  □不可 

 

追加Ⅰ-2. 各自治体の「災害の危険性」や「災害の記録」などの情報を確認できる地域防災 Webのサービス

「あなたの地域を知ろう」を公開（https://all-bosai.jp/chiiki_pj/）しました。 

是非一度ご覧いただき、ご意見・ご要望等をいただけますでしょうか。 

自由回答 

 

 

 

 

 

Ⅱ 災害情報システムの現状について 

災害情報システムについて貴自治体の実態を教えてください。 

ここでいう災害情報システムとは、災害時において被害状況や対応状況（避難所の開設状況など）を都

道府県に報告する、貴庁内の各部署で共有する、あるいは、市区町村同士で共有することを目的とした、

インターネット等の情報通信技術を用いた仕組み全般を指します。 

 

追加Ⅱ-1. 現在、貴自治体で保有していない、あるいは不十分と思う機能で 、今後、整備が 必要である と

思う機能について教えてください。（複数選択可） 

□ ①気象庁など上位機関（国の機関等）が提供する情報（地震情報や気象情報等）を把握する機能 

□ ②被害の状況を把握するためのセンサー、カメラなどを一元的に管理する機能 

□ ③住民や各出先機関などからの被害情報を整理・共有し、対応を支援する機能 

□ ④住民に対して、避難勧告など情報を伝達する機能 

□ ⑤避難所の開設、運営など住民避難に関する業務を支援する機能 

□ ⑥貴庁内部において、他の部局、出先事務所などと情報を共有する機能 

□ ⑦隣接自治体同士が、広域避難など広域な対応のために情報共有する機能 

□ ⑧上位機関（都道府県）に対して被害状況や対応状況を報告する機能 

□ ⑨過去の災害事例を閲覧し、災害対応の参考とする機能 

□ ⑩その他  自由回答 

 

Ⅲ 無人航空機（ドローン）の活用について 

災害時の無人航空機（以下、ドローン）の活用について教えてください。災害時に限らず、平時におい

ても活用が行われている場合も含みます。 

 

追加Ⅲ-1. ドローンは上空からの撮影等を容易に行うことができる機材ですが、ドローン自体を購入した

だけで、何らかの課題を解決できる道具ではありません。そこで、貴自治体において、ドローン

導入時に設定した意図・目的はどの程度達成されましたか？ 

□ ①ドローンを導入していない 

□ ②導入したが、ほとんど利用されていない 

□ ③活用する予定はあるが、現時点では本番で運航する機会が得られていないため分からない 

□ ④想定していなかった何らかの原因（飛行性能が不十分、操縦練習機会が少ない等）により、現時点で

は予定していた意図・目的を達成できていない 

□ ⑤職員による運航、民間等への運航委託あるいは協力協定による運航も含めて、予定していた意図・目

的を達成している、または達成できる見込みが大きい 





添付資料 3：　アンケート結果概要





2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘17͘

I-1. 防災部局の名称

設問： ၼੇ൷๵࿫ࣆѣ჏஻をࢲнћфѕъい̣૜ᄢ記ୡૡ

Table I-1  ࿫ࣆ჏஻ѝॊిͅ 2ॊѳќ͆
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͘18͘

I-2. 職員数全体に占める防災担当職員の割合

設問： ၼੇ൷๵࿫ࣆに୹കюる௱ిۀをࢲнћфѕъい̣ిඐ記໛ૡ

分၁ͅ ಻௱ిۀ Ѥ͆೴Ⴤஷ๼計にѽる̠ॎໟѤ 0. 5 ఘにߺ઎̠

Table I-2  ௱ిۀ಻ളにಓめるၼੇ൷๵௱ۀѣ߇合  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘19͘

Fig. I-2-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-2-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘20͘

I-3. 歳出総額に占める防災予算の割合

設問： ၼੇ൷๵࿫ࣆѣਘ໪๘ѣᄬ઎޾Ѥいфらќюр̤̣ిඐ記໛ૡ

分၁ͅ ੅ୟ೴޾ Ѥ͆೴Ⴤஷ๼計にѽる̠記໛ᅢѣ൴ڕѤ͑ ಒ܆ ќ͒あјたが͑ ܆ ќ͒記໛ьたѝપ҄ҁるݸ๹Ѥหࡘ

ଳ౞を৫јた̠

Table I-3  ੅ୟ೴޾にಓめるၼੇᄬ઎ѣ߇合  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘21͘

Fig. I-3-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-3-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘22͘

I-4. 災害対策本部設置フロア

設問： ੇޕവ੫ႏ࿫をಈ඙юるᄬซѣ࿫ܵѤ݄ޏにあѿѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

Table I-4 വ੫ႏ࿫ѣಈ඙ӈӠҕ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅޕੇ  ൴̢ڕ ͆ޏ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘23͘

Fig. I-4-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-4-2  ඒၒအ༻ѧч఩



ၼੇ࡚޻ݏୠय़ࢅ୹य़ૄࢅᆎ്̜ 414 ৽̜2017 ໪ 12 ॉ

͘24͘

I-5. 被災地派遣経験のある職員の割合

設問： ڵཥ৫ౘ௱ۀѣліྈੇඒѭѣ༄२फ६がある௱ۀѤ݄ఘхらいいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

分၁ͅ ಻௱ిۀ Ѥ͆೴Ⴤஷ๼計にѽる̠܋Ѯఘిͅ ఘ໙ を͆記໛ьたѝપ҄ҁるݸ๹があјたがђѣѳѳѝьた̠

Table I-5  ྈੇඒ༄२फ६ѣある௱ۀѣ߇合  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘25͘

Fig. I-5-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-5-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘26͘

I-6. 自治体外から通勤している職員の割合

設問： ڵཥ৫ౘ௱ۀѣліࡍ૜૔ളѣޓрら෭࣍ьћいる௱ۀѤ݄ఘхらいいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

分၁ͅ ಻௱ిۀ Ѥ͆೴Ⴤஷ๼計にѽる̠

Table I-6  ૜૔ളޓрら෭࣍ьћいる௱ۀѣ߇合  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘27͘

Fig. I-6-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-6-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘28͘

I-7. 人口 1 万人あたりの指定避難所数

設問： ફซྋ໎୹Ѥ݄ݚ୹あѿѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

分၁ͅ ఘশ Ѥ͆೴Ⴤஷ๼計にѽる̠

Table I-7  ఘশ1Ⴏఘあたѿѣફซྋ໎୹ి  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ୹͆ݚ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘29͘

Fig. I-7-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-7-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘30͘

I-8. 人口 1 人あたりの指定避難所定員

設問： ફซྋ໎୹ѣซۀѤ合計݄ఘќюр̤̣ిඐ記໛ૡ

分၁ͅ ఘশ Ѥ͆೴Ⴤஷ๼計にѽる̠

Table I-8  ఘশ1ఘあたѿѣફซྋ໎୹ซۀ  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ఘ͆

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘31͘

Fig. I-8-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-8-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘32͘

I-9. 災害関連の協定数（対地方公共団体）

設問： ണѣඒၒ঱ࢣඇളѝੇ࠙ޕओѣࢥซをॆ҈ќいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

Table I-9 ซిͅࢥᇍѣ࠙ޕੇ  വඒၒ঱ࢣඇള  ͆ ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ॊ͆



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘33͘

Fig. I-9-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-9-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘34͘

I-10. 災害関連の協定数（対民間団体）

設問： Ⴢࠗ೏௰ѝੇ࠙ޕओѣࢥซをॆ҈ќいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

Table I-10 ซిͅࢥᇍѣ࠙ޕੇ  വჂࠗඇള  ͆ ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ॊ͆

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘35͘

Fig. I-10-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-10-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘36͘

I-11. 過去 10 年間の災害対策本部設置回数

設問： ໪๘အ̡ੇޕଠအにੇޕവ੫ႏ࿫がಈ඙ъҁたͅిݸ ి્ を͆щ記໛фѕъい̠̣ ిඐ記໛ૡ

Table I-11 ࢍݦ  10໪ࠗѣੇޕവ੫ႏ࿫ಈ඙ిݸ  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ͆ݸ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘37͘

Fig. I-11-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-11-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘38͘

I-12．地域防災計画の公開状況

設問： ඒڱၼੇ計ݭをҗӦҲ̷ӀҶһ঱ގьћいѳюр̣͑ Ѥい͒͑いいн͒͑未੣౗ р͒らѣൗڵૡ̟͑ 未੣౗ Ѥ͒

0 ॊѕјた̠

Table I-12  ๓ຘ࿓ॢအ  ඒڱၼੇ計ݭѣ w e b ঱ގᅵ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘39͘

Fig. I-12  ඒၒအѣ঱ގᅵ
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͘40͘

I-13. 過去 10 年間の地域防災計画更新回数

設問： ඒڱၼੇ計ݭѣ੣౗̡ރ౞໪๘にͶをљц̟Ͷѣඩに݁記ѣ͕ ಱൗ઻ р͖らᅬᄢをಱ҈ќ཯৽をщ記໛ф

ѕъい̠ంࡋ੣౗໪๘にʹをљц݈нћфѕъい̠̣ ిඐ記໛ૡ̠ᅬᄢにљいћѤ未分౸

Table I-13 ࢍݦ  10 ໪ࠗѣඒڱၼੇ計ݭ৐ంిݸ  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ͆ݸ

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘41͘

Fig. I-13-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-13-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘42͘

追加 I-1. 地域防災計画に加え具体的な行動計画やマニュアルはあるか

設問： ඒڱၼੇ計ݭに記ੑъҁћいるࠊࡀ࠮ᅬ৷ჭにവьћ̟ඒڱၼੇ計ݭѝѤအに͑ ࣮ളษな৫ຍѣ຿ᄵ を͒

ซめた計ݭѹӑҾӘҕӞѤあѿѳюр̤ͅ ない̡ຠซѣࣅჄにљいћ࿫分ษにある̡ყᅔษにある͆

Table 追加 I-1  ๓ຘ࿓ॢအ࣮ളษな৫ຍ計ݭѹӑҾӘҕӞѣᄜ჆

 



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘43͘

Fig. 追加 I-1  ඒၒအѣ߇合
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I-14. 住民への情報発信の手段

設問： ୊Ⴢѭѣ௝၈཈௹ѣଛඍѝьћຐ໛ьћいるѷѣюѮћにҴҚҶҢをљцћфѕъい̣࿸ిಱൗૡ̠ಱ

ൗ઻͑ ҕҽӠңၼੇ჆ಧ͒͑ҺҫҲӞၼੇ჆ಧ͒͑ܵݍಈ඙चၼੇ჆ಧ͒͑ӎ̷ӓӍ̷ҫ͒͑ S NS ͒͑णസҠӖӝ

ҕѣқӝҕӔ̷Ӟ͒͑Ӕ̷Ӟ༖௹͒͑ҦӒӘҾҹҗ F M͒͑ C ATV ͒͑җӦҲ̷ӀҶһӜҫҝ͒͑ৄ၈ଇ͒͑ݸᅦཝ͒

Fig. I-14-1  ଛඍအѣ࿘ࡹᅵͅ ಻ਈ͆



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр
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Fig. I-14-2  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-14-3  ඒၒအ༻ѧч఩
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͘46͘

I-15. 災害危険性の自己評価

設問： ಻ਈにппѽђ 1, 700 ѣ૜૔ളがあѿѳюが̟ࡍ૜૔ളѣੇ࠮ޕ४ౖѤ৹いၒрらిнћ݄཯ჭхらい

ѕѝપいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ̠

Table I-15 ४ౖѣ૜ঃྵ݆࠮ޕੇ   ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ཯͆



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр
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Fig. I-15-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-15-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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I-16. 回復力の自己評価

設問： ຎэф̟ࡍ૜૔ളѣੇޕрらѣݸ࿳ᆜѤ৹いၒрらిнћ݄཯ჭхらいѕѝપいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

Table I-16 ࿳ᆜѣ૜ঃྵ݆ݸ   ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ཯͆



2017 ໪๘಻ਈધࣥාഡѭѣၼੇҕӦҤ̷һॆޘݑᅆ͘ڔ౓Ѱр

͘49͘

Fig. I-16-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-16-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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I-17. 住民の防災意識の自己評価

設問： ຎэф̟ࡍ૜૔ളѣ୊ჂѣၼੇૢڞѤ৹いၒрらిнћ݄཯ჭхらいѕѝપいѳюр̤̣ిඐ記໛ૡ

Table I-17  ୊Ⴢѣၼੇૢڞѣ૜ঃྵ݆  ๓ຘ࿓ॢအ๼計ᆙͅ ൴̢ڕ ཯͆
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Fig. I-17-1  ಻ਈѣӅҬһңӜӓ

Fig. I-17-2  ඒၒအ༻ѧч఩
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追加 I-2. 地域防災 web に対する意見や要望

設問： ީ૜૔ളѣ͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ ѹ͒͑ ѣ記ᇪޕੇ な͒ўѣ௝၈をޱ໢ќтるඒڱၼੇ W e b ѣҨ̷ӆҬ͑ あなたѣ

ඒڱをඑ҂л を͒঱ͅގ http s : / / al l - b os ai . j p / c hi i ki _ p j / ь͆ѳьた̠౐ྌڵ๘щᅦいたѕт̟щڞ।̡щᅆၱ๸

をいたѕцѳюќьѼлр̠

回答内容

͑あなたѣඒڱをඑ҂л を͒ޱ໢ьѳьた̠ᆭ૊ාഡѣҺ̷Ҳ๸̟અ৤になѿѳьた̠͑ шѣ W e b ҨҗһѣҮҠӘӝҹҖே

ბ஀にѤჵ൏があѿѳю̠͒ѝいлྴ૙になѿ̟܃ᅦがഘ৫ќтなфなѿѳьた̠͑ ৖ర ќ͒Ѥ̟ంたな୔௹ಗཞᅣѣఆరೢ

ซがམۮъҁћいѳѐ҈̠͑ に࠙юるඒ఩ޕੇ ќ͒ඒగѝۼ௢݂ѹ෦༃ѝいјた࠙ᇍюるੇޕѣҺ̷Ҳを୔Ѣ合҄ѐらҁる

ѝᆖい̠͑ に࠙юるඒ఩ޕੇ に̟͒ྋ໎୹ྋ໎場୹ѣ௝၈を෪݈ьћѰьい̠͑ に࠙юるඒ఩ޕੇ ѣ͒͑ ४ౖ࠮ޕੇ ѣ͒ީҺ̷

Ҳにљいћ̟૜૔ളがӂҩ̷ҼӑҶӊにછᅀьћいるྈೢޕซҺ̷Ҳѝڤなјћいる̠͑ ᅵᇫษඒగຍᄬ഑ඒ఩ޱ Ѥ̟͒ђ

ѣӍ̷ҫ຿に঱ྴ໪ॉ໙が記ъҁћいない̠͑ ௢݂ۼ ѣ͒Һ̷ҲѤ 2005 ໪ѝ̟Һ̷Ҳがॾい̠ᆭ૊ѣધࣥාഡがୟるѣѤᆖ

い̠͑ に࠙юるඒ఩ޕੇ ѣ͒ྴ૙を௉੎にͅ ౞ޱに ь͆ないѝ̟ᅧᅀଅにদݷをᄮнるшѝにѷљながるѣќᅾڞがྣᅆͅ ၼੇ

ӑҶӊѝڕ඙がڤなる͆͑ੇޕѣ࠮४ౖ に͒пцる 5 ඍ݆ྵޏにпいћ̟૜ාѣڕ඙њцѤ໿ٷќтるが̟ўѣ࠮४๘にޝ๵

ьћいるѣрが分рѿњらい̠͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ に͒љいћѤ̟5 ඍޏќྴ૙ьћいるڞႴが҄рらない̠ધ຿ќѷඒڱにѽј

ћੇޕ཈ౡѣ࠮४๘Ѥڬлため̟ђѷђѷધා൴ڕќྴ૙юるшѝがࠗڬјћいるѝપл̠͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ ѣ͒௝၈にљい

ћѤ̟ୟิがབѿњらф̟෭௜ᅀいћいるҺ̷Ҳѝڤなјћいるため̟ધჂに߬めњらい̠͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ ඒ͒जѣ߇合な

ўѣిඐが઎ୟъҁћいるが̟ݕઆѣᄜ჆Ѥბ༭ѕが̟ిඐがคいшѝќݦ๘なڋ௿ͅ шらないࡎ ѝ͆なѿ̟ၼੇ৫ຍにљ

ながらないшѝにならないр࠮ᔗюる̠͑ ѣ記ᇪޕੇ な͒ь͑ ѣ記ᇪޕੇ に͒љいћ̟ўѣੇࡋޕრќढੑъҁるѣр̟ђѣ

୯Ѥ࿋ბѕが̟န౗࠱ 26 ໪に཈ౡьたѧѼлѣ記ᇪ๸ѷੑјћいるѝなпᆖいѝપл̠͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ に͒љいћѤ̟ඒగ

४๘が҄рるѣќ।ѹюい̠͑࠮ჭќڵઆ෦༃๸ݕ ѣ記ᇪޕੇ ๸͒ѣҺ̷Ҳがॾい͑ ಱൗьた૜૔ളѣ௝၈を।る ѣ͒ӏҲӦ

ѣ݁བྷ分が।нћいない̠ੇޕѣ記ᇪが PDF ѝӝӦҢьћいない̠ͅ цない̠͆͑ގ ᆭ૊ѣધࣥාഡ Ѥ̟͒ႏધがണ૜૔ളѣ

ၼੇにओるଙ೏๸にљいћઅ৤にьѽлѝюる੒̟෕ਯവொѣৡѿਕѴにᄃᅶљѝ৤нらҁる̠H16 ࿶ੇےਂگѣ記ੑを

пࠫいьたい̠PDF にќтѳѐ҈р̠Ҟҹҧӝ̷အќ।ѹюфѳѝめћあѿ̟ൌဦ҄рѿѹюい̠ңӜӈѣ।ၒなў̟ݷ

ಋがѷјѝ分рѿѹюф।らҁるѝѽѿᆖいрѝપいѳю̠ңӜӈѹඒ఩ќા޳ษに।ѹюい̠ੇޕѣ記ᇪがୋ૳юるѝ̟

અ৤ૄᆎѝьћߋтるѝપл̠шѣҨҗһѤ̟৫ౘがၼੇവ੫をग़ກюる௒ќѣӐ̷ҲӞѝなるҨҗһになѿຝるѝપい

ѳю̠ьрь̟௝၈を͑ ўлߋᅀь͒͑ ݄をเнたいр ѝ͒いјたӐӝҪ̷ѹڞ఩にљいћѤ̟ީ૜૔ളにѽѿڤなるѝપ҄

ҁѳю̠૜૔ളѣၼੇവ੫ѣためѣབඊ੕ᆎѣڵљѝьћ ඒ̟౓ ఘ̟শႺ๘ җ̟ӦӈӜѣ௢ࢴを含め ത̟୔に分౸ќтるͅ ૜

૔ളќໟڞにફྯをಈซќтる ѷ͆ѣになҁѥѽѿᆖいѝપいѳю̠Ҩҗһをގшлѝюるѝڋ಻ќないѝѣӔҶҮ̷ҫが

ୟたѣќမэћьѳいѳьた̠ҪӦӊӞなӟҗҕҙһќ೧੣ѷڠࠋќあѿ̟එѿたい௝၈にたўѿඨтѹюい฿がᆖい̠

ҮҠӘӝҹҖѣჵ൏р܃ᅦќтѳѐ҈ќьた ђ̠ҁѓҁѣ૜૔ള௝၈が੎рф஀рҁћпѿ ྌ̟௜に।ѹюいѷѣќあјた̠

ຠに ᆭ̟૊ધාഡѝьћੑјћいるため̟ੇ ќтるѣрѝપл̠ѷь̟݉ܥ๸ѣ記ᇪを।ћઅ৤にьながらവޕ ໸ќあҁѥ̟

ᅦьњ܃ѷ記ੑあҁѥ̟஝અ৤にќтる̠Һ̷Ҳが୔фћࢴѹྋ໎߬ਇなўѣ௢ࢴѣ௝၈ѝьћ̟വ੫ႏ࿫ѣಈ඙௢ޕੇ

らいҺ̷Ҳ๸Ѥ।ѹюいѣќᆖいѝપл̠ͅ ໿ٷьѹюい਼̠̜͆ంѣҺ̷Ҳに๗めћѰьい̠ѝћѷ।ѹюいлнに̟௝၈

ᆙѷၠ࿐ќ౐ྌාჂにവьћѷଯඑьたい຿ᄵѕѝપいѳьた̠ѝћѷઅ৤になѿѳюѝћѷ分рѿѹюф̟௉੎な຿ᄵ

ќ記ੑьћあるѝપлѣќ̟ѝћѷいいѝપいѳю̠рなѿ౷ѣ௝၈ѷੑјћいるѣќ̟ющいѝપいѳьた̠なрなр

ო༭い w e b Ҩ̷ӆҬѕѝપいѳьた̠Ѱьい௝၈ѭҕҢҮҬюるためѣҗӦҲ̷ӈҚҗҬがѷлஜь҄рѿѹюいѝᆖい

ѝપいѳю̠Ӎ̷ҫѤ।ѹюいѝ߷эたが̟͑ ӊӠҫҚҢһрらѣпඑらѐ が͒ 2016 ໪ 7 ॉ 12 ໙を਼ঞに৐ంъҁћいな

いшѝがࡃになјた̠ѳた̟ඒज߇合を࠱ೊѝьћ࠮४๘を౺઎ьћいるшѝрら̟๵ාにпいћѷ෦༃๸ѣ࠮४ౖがあ

るѝབซъҁћいるが̟๵ාѤ຿ᅳ࿫にڕ඙ьћпѿ̟ڵཥษに৤нらҁる෦༃ੇޕѹ৹෍ੇޕѣ཈ౡѤ৤нњらいѝપ

҄ҁる̠шѣ௝၈を।たѝтに̟দݷをъҁる݉໸ౖがあるѝપ҄ҁる̠ѳた̟ႏધќ຿రཞᅣがڵ཯ਭѣၳңӜӈになј

ћいѳюが̟࠮४ѤないѝいлшѝќьѼлр̠2 ໪ಷѣ࠙๫๫ၿਂےќѤ̟തфѣட௒ட݁ఆరに।࿨҄ҁѳьた̠ѷј

ѝ௝၈がୋ૳ьћфҁѥᆖいѝપいѳюѹѹ।њらいѽѿڵ೟ѣ຿ᄵѣୋ૳を࠽ഹьѳюړಷрら།।ьћпѿѳю̠ਘ

ঞࣅჄѣઅ৤にъѐћいたѕтѳю̠ڵჭќಱൗьた૜૔ളѣ௝၈ͅ ୶ڕ を͆।るшѝが݉໸ќိᅧќあるが̟͑ ңӜӈをෟ

ಅҢӝҶҢюるѝ௉੎がྴ૙ъҁる ๸͒ѣဍॹを記ੑьたѰлが఑ಃќある̠܃ᅦь̟အѣҕӦҤ̷һにћݸ๹੆Ѵܚवා

ѣඒڱѣຠౖなўをᅬݷюるшѝがќт̟ၼੇにམۮќтる̠ࢍݦѣҺ̷Ҳѷၠ࿐ќᅧᅀьたいѝપлࢍݦѣੇޕѣ記ᇪ

Ѥᆖрјた̠ѳた ා̟ѣ௝၈Ѥޓѣધාഡѝѣཿ޶ѷୟᅗるためઅ৤になјた̠ࢍݦѣੇޕ記ᇪを܃ᅦюるшѝがќтる฿̟

ᆭ૊ඇളѝ৹ᆽ݂ᅵ̟੗ౘᆜફి๸がཿ޶ќтる฿がѽい̠ࢍݦѣੇޕ௝၈がஜなф̟ग़੬ьњらい̠಻ളษһҶӊӍ̷

ҫに಻ћѣ௝၈があるため̟Ӎ̷ҫを分цћ।ѹюфьћいたѕтたい̠ѳたә̷ҩ̷๏ᇪѣᅆࢀに࡞ჵͅ Ӎ̷ҫに含ѳҁ

る௝၈がതцҁѥအќюが をඑѿ̟එޜになѿѳьた̠ࢬ४ౖをඑるшѝがќтီ࠮щѝѣޕめћ૜分ѣාѣຠౖѹੇރ͆

ૢをජн௝၈ମେѣଛඍをૐі̟໙ਗрらྌ௜૑にජн୯ྐюるшѝが୔ᅆќあѿѳю̠͑ あなたѣඒڱをඑ҂л Ѥ͒ީ૜
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૔ളѣଃݶຠౖѹੇޕ๸ѣ࠮४ౖが҄рѿѹюф܃ᅦќтる຿ᄵѝなјћいるため̟ਘঞўѣѽлなଛඍќၼੇ̟ॳੇに

ଙѿ೏むઅ৤にᄃᅶћたいѝપいѳю̠ީધාഡをཿ޶ь̟।ѹюい฿ީ૜૔ളщѝにᄼ̴なҺ̷Ҳを।ҁ̟ᆭ૊ѣધා

ഡѣҺ̷Ҳが।ѹюいѣќઅ৤になる̠たѕ̟Һ̷Ҳがஜьॾいѣр̟࠙๫๫ၿਂےѣҺ̷Ҳがམۮъҁћいない̠ީ૜

૔ളщѝѣ͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ ѹ͒͑ ѣ記ᇪޕੇ が͒੎рф̟ѳた分рѿѹюф記ъҁћпѿ̟ඒڱ୊Ⴢにၼੇにљいћ৤нћѷ

らлѽいтјрцになるѝ߷эた̠ީ૜૔ളѣ௝၈ѹ಻ਈษに।たੇޕѣ࠮४ౖがңӜӈ݂ъҁ̟݉ા݂ъҁћいるѣќ

分рѿѹюい̠ҬҦҕѤಋბをьјрѿѝᅬݷьないѝ̟ి્ѣૐљڞႴが分рѿにфф߷эѳю̠ީ૜૔ളѣᄼ̴な௝

၈を।るшѝがќтћѽい̠ީଠҺ̷Ҳがѳѝめらҁ̟ඒڱѣ௢ࢴѹੇޕѣ࠮४ౖなўޱ໢ќтћᆖいѝપл̠ਘঞѷ৐

ంいたѕт̟౐ྌߋᅀьたい̠ީଠҺ̷Ҳを分рѿѹюфѳѝめћྴ૙ьћあるѣќ̟ྌ௜に।ѹюф߷эѳьた̠ѳた̟

ᆭ૊ѣધࣥාഡをྴ૙ьћいるѣќ̟ਘঞѣၼੇവ੫を৤нるлнќઅ৤になるѝપいѳю̠ߋᅀь̟ᄃにᅶћたい̠ߋ

ᅀьたҺ̷Ҳѣ८ѹབඊ࠱୯をඑらѐћѰьい̠ᆰ̢͑ ̶໪ॶ੔ѣ̶Һ̷Ҳрら੣౗̟ͶͶѣབඊ࠱୯にѽる が͒჆いѝ௹

ᅙౖがষ௒ьない̠ߋᅀѣၒၔѣ࣮ളษなҗӔ̷ҫが҄いћшなрјた̠࠮४ౖがిඐќ҄рѿѹюфྴ૙ъҁћпѿᅬ

がѷлஜь҄рѿѹюいѷѣќあҁѥ࢑ьѹюい̠ిඐѣਡݷ ѽ̟ѿᆖいѷѣになるѣќѤѝપいѳю̠ग़੬Ҩҗһрら͑ あ

なたѣඒڱをඑ҂л ќ͒ग़੬ьћѷ൏჏がୟћшない̠ඒڱၼੇവ੫બ܎य़ࢅӊӠҫҚҢһрら໛јћいфѣѤ҄рѿњら

い̠ඒڱຠౖにあјた಑కૉᆰを।らҁるѣѤൌဦᆖいќюが̟ѷлஜьৡѿਕѴがќтるѝなпᆖい̠ग़੬ќтѳѐ҈

ќьた̠̠ ।ѹюф҄рѿѹюいѝપいѳюॶ૑฿にпいћ̟ႏધѣ͑ ४๘࠮ѣޕੇ ѹ͒͑ ѣ記ᇪޕੇ に͒љいћ̟หಃな記ੑ

がъҁћいるѝѤいнないڞ̟ڢ।ѣьѽлがない̠঱ྴҺ̷Ҳにљいћ̟૜૔ളが঱ྴюるӂҩ̷ҼӑҶӊѝѤڤなる

રѣྴ記をьћѰьい̠৐ంࡀ໸ѣރಸがあҁѥѽいѝપいѳю̠৖ర̟ۼ௢݂̟຿రཞᅣѣ߇合Ѥ̟ო౺ѕцќѤなф̟

ྈੇఘশѷઅ৤にьたѷѣがѰьい̠ਘঞ̟ࣅჄにߋᅀьћいтたい̠ਘঞѣႏધ̟ၼੇ৫ౘにᄃᅶћるшѝがќтるѝ

৤нるੇޕにљいћѣੇޕѣ記ᇪᅢにљいћ̟ޘᅆを PDF ќގфѽлになјћいるが̟ӝӦҢಃҁなѣрྴ૙ъҁないͅ Ң

ӝҶҢьћѷ Not F ou nd ͆ੇ ѣ記ᇪにљいޕюるшѝがќтた̠なп̟ੇٷ४ౖを໿࠮にљいћѤ̟ᄼ̴なࢴに࠙юる௢ޕ

ћѷӟӐ̷һにѳѝめらҁћпѿ̟௉੎を໿ٷќтた̠ੇޕに࠙юるඒ఩が҄рѿѹюфћᆖいѝપлੇޕに࠙юるඒ఩

ѣ๙ਲੇ࠮ޕ४ॽ୹がඒ఩ѝяҁћいるため দ̟ݷをதф݉໸ౖがある̠ੇ ໸があるѝᆖい̠ࡀੳќтるھに࠙юるඒ఩をޕ

ќтない࿫分がある̠ͅݷ४ౖにљいћ̟ᅬ࠮ѣޕ४ౖ̢ફྯが҄рѿにфいѷѣがある̠ੇ࠮ѣޕੇ ຿రཞᅣѣ࿫分ќ̟

४ౖがคい̤͆ੇ࠮ ࿫がॾいͅڵѣ९ิѣ࢑४ౖにྴ૙ъҁћいるిඐફྯにљいћ̟઎ୟਡ࠮ѣޕ 2004̟2005 ໪なў͆ੇ

が૙ڋにവьћѣҬҦҕにљいћჭݑ४ౖѣ৷ჭќॆ࠮ѣޕᅀќтる̠ੇߋ४ౖѣҺ̷ҲѤ̟୊Ⴢѭѣૄᆎѝьћ࠮ѣޕ

ъҁћいるѝᆖいѝપいѳю̠ੇޕѣ࠮४ౖをৄいધڱќ஀фੇޕѣ࠮४๘をڵᅴќབซъҁるшѝѤڬᇭ߷がある̠ඒ

఩にѽるྴ૙ѣѴќѽいͅ ಻ਈѣધාഡѝཿ޶юるྣᅆがない͆ੇ ४ౖ๸Ѥྌ௜に।ѹюфなјћпѿ̟ધჂにѷ।࠮ѣޕ

ѹюфなјћいるѝપл̠ᆭ૊ધාഡѷ।ҁるѣќᆖいѝપл̠ੇޕѣ記ᇪ̢ړಷрらఈьћいるが̟န౗ 21 ໪ോ࿮് 9
৽ੇޕѣ記ᇪがない̠ੇޕѣ記ᇪにљいћ ผ̟౞をไᇮにћږᅙьѳьた̠ѰрѤຠにあѿѳѐ҈̠ѽ҂ьфпࠫいьѳю̠

ѣ記ᇪにљいћ̟๵ધѣ場合̟န౗ޕੇ 17 ໪๘ړ৶ѣढੑがないѣќ̟ంьいҺ̷ҲにљいћѷੑѐћѰьい̠ੇޕѣ記

ᇪにљいћѤѷлஜь௉੎な௝၈がᅎьいѝ߷эѳьた̠ੇޕѣ記ᇪѣ͑ ᅆޘ を͒ѷлஜь௉ьфьћѰьい̠ੇޕѣ記ᇪ

ѹᆭ૊ѣધාഡにљいћઅ৤ѝなる̠ࢍݦѣ਼ൌ૑ࠗےᆙѣҺ̷Ҳなў܃ᅦќтるѝѽい̠ੇޕѣ記ᇪを PDF ќୟᆜќт

るѣがᆖいੇޕѣ記ᇪをୋ૳юるѝછнђлќю̠ੇޕѣ記ᇪ๸ѣ௝၈がୋ૳ьћфҁѥ̟சᅗに҄たјћᄜ঳ߋᅀがќ

тるѝપл̠ੇޕଠအѣ࠮४ࣥڱをݭڵოќ܃ᅦќтる฿Ѥᆖрјたѣќ̟ྋ໎फᇔѹྋ໎୹ѣढੑѷ৫јћѰьい̠ੇ

ຠౖѷੑјћпѿ̟ѳたᆭ૊ѣ૜૔ളѷੑјћいћઅ৤になѿѳю̠ᅆၱѝьћѤ̟3ݶ௝၈ѣѴならя૜಺ѹଃޕ ޕੇ

ѣ࠮४ౖѣၳңӜӈѣܨ૥がӄҶѝ।ќѤ分рѿњらいќю̠ి્をѪるなѿ̟஛ඩൌなўા޳ษに分рѿѹюいྴॶに

ьћいたѕцるѝᆖいќю̠੗ౘᆜફిќᆭ૊૜૔ളが।らҁるѣѤпѷь҂いѝપいѳьた̠અ৤ѝなјた̠௱ۀに୊

Ⴢѭѣଯඑᅀૄᆎѝьћߋᅀьたい̠અ৤になѿѳьた̠અ৤になѿѳьた̠અ৤になѿѳю̠છいၒ̟ྴ૙̟႑ᆰなў

が҄рѿにфい̠ધѣޘᅆ̟ੇޕ௝၈がڵჭќ分рѿѝћѷѽいѝપлધѣଃౖݶѣңӜӈにљいћ̟ܨ૥ѣဗѨをဦн

ћѷいいѣќѤѝ߷эた̠੗ౘᆜફిにљいћѤ̟ඐѣൌтいၒが࠮४๘がஜないため̟ണѣңӜӈѝ।ཿѮる੒Ѥ̟ਣ

ᅟѣ८ѝ߷эた̠य़ࢅબ܎をჭษѝьたႏҨ̷ӆҬをᅧᅀьћ̟ڵ೟ѣੇޕय़ࢅをకめћѰьい̠ધѣ௝၈ѝьћᆭ૊ѣ

ધාഡがྴ૙ъҁるѣѤ̟ੇ ڕ४ౖがࣞいધාഡрらѣ஄ॹവ੫をෑଙюる௒ќൌဦᄃにᅶљѝપл̠୶ͅ࠮ѣޕ ಻ਈษな͆

がљфѣѤᆖいが̟ྴが।にфいࡃがьѳьた̠ધහૼѣౙྐにཕい̟ၼੇҪҬҹӓ๸ѣຐ໛をग़ກьћпѿ̟ႏધѣ࠮

४ౖ๸рら।ћ̟ྣᅆѝ৤нらҁるҪҬҹӓ๸をщࢲ଩いたѕцるѝൌいにઅ৤になるѝ৤нѳю̠ W e b Ҩ̷ӆҬに࠙ь

ћѤછᅀၒၔ๸̟ѷлஜь௉੎なಋბがあҁѥ൲ѷがછいѹюいрѝપ҄ҁѳю̠ા޳ษに҄рѿѹюい̠ੇޕѣ࠮४ౖ

をફྯ݂юるにあјたјћѣၒၔをढੑьたၒがᆖい̠૜૔ളщѝѣҺ̷Ҳͅ ଃౖݶѹੇౖࡀ࠮ޕなў が͆あјћ̟ണ૜૔

ളѝཿѮћўлなѣрが҄рѿࢺႴఇрјた ૜̠૔ളѣ௝၈Ӎ̷ҫにљいћ ң̟Ӝӈѣ।ၒがෟ߷ษに分рѿњらф߷эた̠

૜૔ളをಱൗьたঞにय़ࢅҺ̷Ҳ๸ѭѣӝӦҢがྴ૙ъҁるが̟いтなѿђѣӝҬһにҫӖӦӊьћѷ̟ђѣરがಋბъ

ҁћいないため̟ڬлѝш҂をҢӝҶҢьたѝ߫іがいьћьѳいѳьた̠૜૔ളޘᅆѣଃݶຠౖ̟ੇޕѣ࠮४ౖѣңӜ

ӈѤ̟10 分߇ќྴѐѥѽѿᅬݷьѹюいͅ ૳߷がљрѴѹюい ѝ͆પいѳю̠૜૔ള൷๵ଅѣၼੇに࠙юるڞ।ফߺ๸がќ

тるࡀ໸があるѝᄼ̴な໵Ѵѣृݷѹంたなଙѿ೏ѴѣӅӦһがຝらҁるѷѣѝなるѣќѤないрѝપл̠૜಺ѹଃݶຠ

ౖѣ௝၈をڵᅦќтる̠૜಺ຠౖѹ಻ਈཿ޶ѣੇ࠮ޕ४ౖがңӜӈќྴ૙ъҁћпѿ̟ണѣધාѣၼੇ࠙ᇍѣଙѿ೏Ѵѷ

ѣຠౖڱള౒をಷѷјћౙнらҁる฿ѹႏාѣၼੇ৫ౘయకѣઅ৤ѝなる̠૜分ѣඒܥѭѣവޕᅦ݉໸なшѝрら̟ੇ܃



ၼੇ࡚޻ݏୠय़ࢅ୹य़ૄࢅᆎ്̜ 414 ৽̜2017 ໪ 12 ॉ

͘54͘

をඑるためにә̷ҩ̷๏ᇪを৫҄なцҁѥならないᅬᄢ̟๏ᇪঞѤဦ৐ќтないᅬᄢが࿋ბ̠ਈѹ๓ຘ࿓ॢѤஷහщѝ̟

щѝにအ̴ѣҪҬҹӓをᅧᅀьધාഡにᅧᅀѹ๏ᇪをᅆ౪юるшѝѤྋцћいたѕтたい̠஛ъな૜૔ളѣ࿠൷がൌ࠙ࡀ

тい̠૜分ѣඒڱをࠋ൴に෕Ѯらҁ̟ңӜӈ๸ќ݉ા݂ьћいるѣќᄜᅀќあるѝપл̠૳ರૉᆰがୋ૳ьћфҁѥ̟ਘ

ঞѣଙѿ೏Ѵѣઅ৤になる୊Ⴢѣੇޕにവюるૢڞが৹ѳјћいるѣќ̟ڵཥ୊Ⴢにവьћѷ౺ࣈษに PR ьћѰьい̠ஜ

ьग़੬юるѣがむярьい௒記ѣ௝၈がࠒࡱڵษなిඐќ஥ٷќтるшѝѤᄜ঳ќю̠௝၈がީ૜૔ളႛに෪݈ъҁћい

фѝ̟൷๵ଅѣඑૢをຝるшѝがୟᅗるѝપјћѳю̠௝၈が।ѹюい̠ੇޕѣ記ᇪに௝၈がなрјたѣќ̟ਘঞౙᅬъ

ҁるѝいいѝપいѳю̠௝၈がॾいѣќѤないќьѼлр̤௝၈が໛ଛќт̟ߋᅀќтる̠௝၈຿ᄵがѽѿୋ૳ьћいф

шѝにѽѿ̟ᅧᅀьѹюфなるѝ৤нѳю̠௝၈ᆙがതф̟ॳੇവ੫๸にᄃᅶљ௝၈ќある̠ਘঞѣࣅჄにᄃᅶћћいт

たい̠௲が໶юућ҄рѿにфいӑҶӊがある̠ఆరೢซࣥڱ఩にљいћ̟ఆరఇにѽる௲分цをьたၒがѽいఆరೢซ

๸がધѣӂҩ̷ҼӑҶӊѝཨژがڬјћいるため̟௝၈を।るഋрらюるѝਙјћьѳлшѝがないрѝ߷эѳьた̠ఘ

শなўѷ含め̟Һ̷ҲѤќтるॻѿంьфьћいたѕいたၒがᆖいѝ߷эた̠ఘশ๸̟ީҺ̷Ҳを఺૑৐ంьћいたѕц

るѝઅ৤にьѹюい ౮̠ܱॢ G IS ѣၒが分рѿڠいѝપл ಑̠໙ᅗၟ૑にݸ๹੆Ѵ಻ਈѝཿ޶ьћഡѣ࠮४ౖをҺ̷Ҳ݂ͅ ީ

ޕੇ ъ͆ҁћいるѣѤઅ৤になѿѳю̠಻ਈѣ௝၈がޱ໢ќт̟ѝћѷိᅧќю̠ђҁѓҁѣ૜૔ളќѣၼੇѣଙѿ೏Ѵを

ҕҶӊьћѰьいќю̠಻ਈษなҺ̷Ҳѝѣཿ޶にѽјћ̟ўѣੇޕѣ࠮४ౖが৹いѣрが̟ڵჭќ分рるѽлにী࿎ъ

ҁћいる฿Ѥ̟ѝћѷᆖいѝપいѳю̠ണѣધාഡを෕ѮるにѤᆖいѝપいѳюが̟૜分ѣધにљいћѤඑјћいる௝၈

ѥрѿѣѽлにપいѳю̠ണѣ૜૔ളѝ๵ාѝѣཿ޶ѹᆭ૊ьћいる࿫分が分рるためઅ৤になјた̠๵ාѣ͑ ѣ記ᇪޕੇ

にљいћ Ѥ̟͒܃ᅦќтない௢഻ѝなјћいる̠ണѣ૜૔ളѝཿ޶ь̟૜分ѣඒڱѣ࠮४ౖをඑるѝいл฿ќѤᆖいѝપл̠

ണધѝѣཿ޶がќтるണધාഡѝѣཿ޶がᄵڠќあѿ̟અ৤にьѹюいണધාഡѣҺ̷Ҳがюхに।ҁるѣќ෕Ѯѷѣѣ

਼஛ᅧᅀќтるѝપјた̠఺૑৐ంъҁћいるшѝがၱѳьい̠ണધාഡѣҺ̷Ҳѷ।ҁるѣќൌဦઅ৤になѿѳьた̠

ത࠵に҄たるੇޕ௝၈を 1 Ӎ̷ҫќѳѝめћޱ໢ќтる฿がိᅧѝ߷эた̠ඒڱщѝѣੇޕにവюるଙѿ೏Ѵがтъҁћ

пѿ̟અ৤になјた̠ඒڱѣޘᅆѹଃݶຠౖ̟ᆭ૊૜૔ള̟ࢍݦѣੇޕᅩᆿѳќ࿴ৄфढੑъҁћいるため̟Һ̷Ҳӌ̷

Ҭѝьћཟᅀౖが৹いќю̠ੇޕവ੫にљいћඒڱќ৭ܐюる੒にѷᄜᅀрѝ̠ඒڱѣଙѿ೏Ѵڵᅦにѽる 10 ඒࣥѣީൌ

ຠにၼੇѳіњфѿӢ̷ҢҪӚҶӊにпцる̟ࢴѣ௢ݑ౗ࢅѣ෕ਯय़޻ IC T ҷ̷Ӟѣᅧᅀᆰを།।ь̟ѝћѷઅ৤になѿ

ѳьた̠ඒڱѣ௢࠮̟ࢴ४ౖがڵჭќޱ໢ќт̟ᆭ૊ѣધාഡѝཿ޶がќтるため̟ਘঞѣࣅჄにпいћ౺ࣈษにߋᅀь

ћいтたいѝપいѳю̠ඒڱѣၼੇӑҶӊ๸ѷ।ҁҁѥᆖいѝ߷эた̠ඒڱをඑるためにѤ̟ိᅧなѷѣќある̠ႏધѣ

ო౺ిඐがڬл̠ඒڱຠౖѣ಻ཥษな຿ᄵѤᅬݷќтるѷѣѣ ඒ̟ڱၼੇにૄюる௝၈ૄᆎѝьћѤ࿋ୌ分ѝ߷эる̠ѳた̟

ѣ記ᇪޕੇ͑ Ѥ͒ PDF が͑ W E B Ӎ̷ҫが।љрѿѳѐ҈ ѣ͒ྴ૙がъҁ܃ᅦќтない̠ඒڱၼੇ W e b ѣग़੬ݭოにљいћ̟

ಋბ࿋ഒѣ߷эがある̠݁にҬҢӠ̷Ӟюҁѥ̟௒ѣ৷ჭにവܥьた௝၈がຝらҁるѣѕが਼̟୸Ѥ಻ф分рらなрјた̠

ॽఘѣჵ൏рѷьҁѳѐ҈がඒగѹ৖రѣ࠮४๘̟ੇޕѣ記ᇪ̟ຠౖがᆭ૊ьћいるѣが分рјた฿Ѥᆖрјたќю̠ඒ

఩рら।たい場୹がಱѮるѝိᅧрѷьҁѳѐ҈̠ාѣఘশ̟৹ᆽ݂ᅵ̟੗ౘᆜફిѣଃݶຠౖѹ෦༃̟৹෍ѣ࠮४๘が

14. 1ͮѝなјћいるѣѤࡃになѿѳьた̠๓ຘ࿓ॢအќڵᅦќтҁѥъらにᆖいѝ।ଦцらҁѳьた̠๵ધҗӦҲ̷ӀҶ

һҪҬҹӓѣҮҠӘӝҹҖಈซにѽѿ̟߲঱හѹ૜૔ള๸ѣ঱ษ HP ๹࿋̠݉ݸᅦќтないьѽлѝなјћいるため܃ޓړ

๵ාにࡎшѿຝる૜಺ੇޕѣଠᆭѝ̟಻ਈѝѣ࠮४๘ѣೱവ࠙ओをඑるшѝがќтћѽい̠๵ාにᆭ૊юる಻ਈѣ૜૔ള

をඑるшѝがќтћѽい̠ຎय़ࢅ୹ѣအҕӦҤ̷һќݸ๹੆ຎ௲पをછјたగ๘ӑҶӊѤབซьяらい̠ຎᄼѣҨ̷ӆҬ

がണѣ W e b Ҩ̷ӆҬќѷด࢞ъҁћいるѰр̟຿࿫ѣ G IS ҪҬҹӓѷあるඩќ̟шѣҨ̷ӆҬをߋᅀюるрўлрѤ݄ѝ

ѷॹнない̠།।ьѳьた̠ڔ຃ધѣଙ೏ѷщிݵいたѕцҁѥѝપいѳю̠།।ьѳьた̠૜૔ളѣ಻ਈрら।たऔষ

がޱ໢ќт̟ࢺႴఇいќю̠ྌ௜にိᅧќあるѝ߷эるが̟ढੑ຿ᄵがўшѳќ஛ъなੇޕѣ記ᇪがౢѿਕѳҁћいるр

҄рらないѣќ̟঱にઅ৤Һ̷ҲѝюるѣѤ໎ьい̠ྴ૙ъҁћいる௝၈Ѥўѣфらいѣ࿈๘ќ৐ంъҁћいфѣќьѼ

лр̠分рѿѳьた̠分ჿအに।ѹюい̠ڵ।ьћ分рるңӜӈ݂๸がなъҁ̟৫ౘ௱ۀѣҷ̷Ӟѝьћൌいにᄃᅶљѷ

ѣѝપいѳю̠န౗ 26 ໪ 4 ॉѣ合တがམۮъҁћいない̠ၼੇവ੫に࠙юる಻ਈѣީय़ࢅ຿ᄵ౗ݑ๸がढੑъҁћいるྌ

௜にઅ৤になѿѳю̠ႏාѣޘᅆѹੇޕѣ࠮४ౖがࠒࡱษに分рѿ̟шіらѣೢซўпѿќあるшѝがޱ໢ќтた̠Ⴘო

ધが๙ਲੇ࠮ޕ४ॽ୹をതి၏нћいるඒڱќあるшѝрら̟ਘঞѤшҁらѣҺ̷Ҳをߋᅀьћവ੫を৭эћいфྣᅆが

あるѝ߷эѳьた̠ᄼ̴な௝၈が҄рѿѹюф૙ъҁћいћᆖрјた̠ᄼ̴な௝၈をඑるшѝがќт̟ိᅧなҨ̷ӆҬѕ

ѝપいѳю̠͑ ४ౖ࠮ѣޕੇ に͒љいћѤ̟ຠにࢺႴఇいѷѣќьた̠ᆭ૊ѣધࣥාഡが।ҁるѣѤണѣ૜૔ളをઅ৤にќ

тるためѝћѷᆖいが̟ଃݶຠౖќҰ̷һъҁћいるѽлに߷эѳю̠ၼੇに࠙юるшѝなѣќ̟૜಺ຠౖ̟ੇޕѣ࠮४

ౖを݈Ⴔьたѷѣќあるѝѽѿᆖいѝપいѳю̠ᆭ૊ѣધࣥාഡѣතୟにпいћ̟๙ਲੇ࠮ޕ४ॽ୹ќग़੬なўѣѽѿ௉

੎なಈซがќтҁѥ̟ཿ޶がьѹюфなる̠ᆭ૊ѣધࣥාഡѷढੑъҁћпѿ̟ࢺႴをѧрҁる̠๵ඒڱѣඒڱѣ૳௝̟

ඒजѣॶ௢を໿ٷьたၼੇॳੇവ੫ќઍ߲޻ѣᄃͅޕ NIE D̢ ᄃ߇ѣшѝ̤ を͆ၱ࠶юる̠ᆭ૊ѣધාഡがあѿ̟ိ ᅧѕѝપј

た̠ᆭ૊ѣધාഡ௝၈がઅ৤になѿѳю̠ᆭ૊ધාഡ௝၈ѣढੑにѽѿ̟ग़ກݢ൏ѣय़ࢅѣઅ৤ѝなる૜૔ളを໿ٷюる

шѝがќтた̠ᆭ૊૜૔ളѣ͑ ૳ರૉᆰ に͒ࢺႴをૐјたが̟๏ᇪが჆рјたѣがગ໫ᆭ૊૜૔ളをඑるшѝがќтઅ৤に

なるᆭ૊ඇളѣࠊࡀ࠮ᅬ௱ిۀなўあҁѥઅ৤にьたいᆭ૊ඇളѣ௝၈ѷあるが ᅶ̟ඒ௟ॊがڬлѣќ અ̟৤になѿにфい̠
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II-1. 災害情報システムの必要性

設問： ࡍ૜૔ളにпいћ̟௒記ќซࡠъҁるѽлなੇޕ௝၈ҪҬҹӓをྣᅆѕѝપいѳюр̤๵ћѤѳるѝપ

лѷѣ 1 љに ☑ をљцћфѕъい̠なп̟ॶ੔ဲᄜьћいる / ьћいない   に࠙҄らя̟݄らрѣҪҬ

ҹӓѣྣᅆౖをп๹нфѕъい̠ൗڵૡ̣ಱൗ઻͑ ྣᅆѕѝપл͒͑ྣᅆないѝપл͒͑҄рらない͒

Table II-1  ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. II-1  ඒၒအѣ߇合

 
※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある!
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II-2. 都道府県調達システムの保有状況

設問： ๓ຘ࿓ॢが෕൦ьたੇޕ௝၈ҪҬҹӓをဲᄜьћいѳюр̤๵ћѤѳるѝપлѷѣ 1 љに ☑ をљцћ

фѕъい ൗ̠ڵૡ̣ ಱൗ઻͑ ဲᄜьћいる  Φ ء  - 3ѭ͒͑ဲᄜьћいない  Φ ء  - 4ѭ͒͑҄рらない  Φ ء  - 4ѭ͒

Table II-2  ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. II-2  ඒၒအѣ߇合

 
※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある!
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II-3. 都道府県システムはうまく機能しているか

設問： ௒記ء - 2 ќ͑ ،ဲᄜьћいる ѝ͒ݸ๹ьたၒにпဎтьѳю̠๓ຘ࿓ॢが෕൦ьたੇޕ௝၈ҪҬҹӓѤ

лѳфࡀ໸ьћいるѝ߷эћいѳюр̤๵ћѤѳるѝપлѷѣ 1 љに ☑ をљцћфѕъい̠ൗڵૡ̢

ಱൗ઻͑ лѳфࡀ໸ьћいる͒͑あるน๘ࡀ໸ьћいる͒͑ўіらрѝいлѝࡀ໸ьћいない͒͑ѳјたфࡀ

໸ьћいない͒͑な҈ѝѷいнない / ҄рらない͒

Table II-3  ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. II-3  ඒၒအѣ߇合

 
※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある!
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II-4. 独自システムの保有状況

設問： ລ૜に෕൦ьたੇޕ௝၈ҪҬҹӓをဲᄜьћいѳюр̤๵ћѤѳるѝપлѷѣ 1 љに ☑ をљцћфѕ

ъい̠ൗڵૡ̣ಱൗ઻͑ ဲᄜьћいる  Φ ء  - 5 ѭ͒͑ဲᄜьћいない  Φ ء  - 6 ѭ͒͑҄рらない  Φ ء  - 6 ѭ͒

Table II-4  ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. II-4  ඒၒအѣ߇合

 
※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある 
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II-5. 独自システムはうまく機能しているか

設問： ௒記ء - 4 ќ͑ ،ဲᄜьћいる ѝ͒ݸ๹ьたၒにпဎтьѳю̠ລ૜に෕൦ьたੇޕ௝၈ҪҬҹӓѤлѳ

фࡀ໸ьћいるѝ߷эћいѳюр̤๵ћѤѳるѝપлѷѣ 1 љに ☑ をљцћфѕъい̠ൗڵૡ̣ಱൗ

઻͑ лѳфࡀ໸ьћいる͒͑あるน๘ࡀ໸ьћいる͒͑ўіらрѝいлѝࡀ໸ьћいない͒͑ѳјたфࡀ໸ь

ћいない͒͑な҈ѝѷいнない / ҄рらない͒

Table II-5  ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. II-5  ඒၒအѣ߇合

 
※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある!
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II-6. 災害情報システムがうまく機能しない理由

設問： ފᄼにпဎтьѳю̠ڵཥᇫѝьћ̟ੇޕ௝၈ҪҬҹӓがлѳфࡀ໸ьない̟あるいѤຐ໛にઽらない

ᅆہѤ݄ѕѝપいѳюр̤๵ћѤѳるѝપлѷѣюѮћに☑をљцћфѕъい̠࿸ిಱൗૡ̣ ಱൗ઻͑ Ҫ

Ҭҹӓѣ೧੣が໎ьюуる͒͑ န௜૑ѣҪҬҹӓќѤないため̟いыѝいл૑に೧੣ၒၔが҄рらない͒

͑௱ۀѣ௝၈ӝҹӜҪ̷ͅ ӄҰҦӦ໸ᆜ が͆คфછнる௱ۀがॻらҁћいる͒͑ ૑にѤၮьфћ໛ᆜќޕੇ

тない͒͑໛ᆜьћѷӔӝҶһがないѣќ̟҄ы҄ы໛ᆜьない͒͑ધࣥාഡにѝјћᄜ঳なҪҬҹӓќな

い͒͑ତේѹ௒ઝがফൊюるѝၒఖがဦ҄るためซඨьない͒͑ౘ૔ษᅆہќ࿘ࡹьない͒͑҄рらない͒͑ђ

ѣണͅ ૜ᄢ記ୡ͆͒

Fig. II-6  ಱൗъҁた߇合

その他の記載

͑лѳфࡀ໸ьない̟あるいѤຐ໛にઽјћいない ѝ͒いлшѝが҄рらないѣќ๹нҁない̡̠ L ҕӜ̷һをߋᅀь̟ੇޕ

૑ѣ௝၈ࢣᄜを৫јћいる̡̠ җӦҲ̷ӀҶһݸಧが̟ඊಧюる場合がೢซъҁるため̡̠ лѳфࡀ໸ьћいる̡ڢҪҬҹ

ӓが࿸ిഝ੔юるѝ̟໛ᆜюるためѣఘۀがྣᅆѝなѿ̟୊Ⴢവܥѭѣఘۀ༖඙が࿋ഒюるため̡̠ ҪҬҹӓѤଛ୶に܏ј

たۦᅀќ৤нらҁѝпѿ̟ђѣため௱ۀを༖඙ьћпфшѝѤ̟௱ۀがॻらҁћいるඩќѤଛ୶ўпѿ೧੣юるѣѤ໎ь

い̡̠ ҪҬҹӓ೧੣ѣ୶཯に૑ࠗをᅆюる̡̠ ҪҬҹӓຐ໛ь̟ߋᅀъҁたѝいлૉᆰがあѳѿなф̟ੇޕ૑にࡀ໸ќтる

ѣрѝいл฿が࿋ڋᅆ೎ѝьћある̡̠ ҪҬҹӓ໛ᆜが࿸੻̡юѮћにпいћ̟௱ۀѣిがஜなюућఇф࠙҄ҁない̡̠

ҮҠӘӝҹҖ̷വ੫̟ v e r  u p なўૉჄཪ੻࿸ిѣҪҬҹӓがຐ໛ъҁћいる̡̠ ҮҠӘӝҹҖѣ࠙ओ௒̟җӦҲ̷ӀҶһを

છᅀќтる PC がॻらҁћいる̡Һ̷Ҳѣ຦ਕѴഓ๘がගい̡ڵ๘に߱౗をࢀめるрらࡀ໸ьない̠૳ੇޕをफ६ь̟ђ

ѣ๓๘ࡀ໸ރଳюるшѝがၱѳьい̡̠ ީ૜૔ളѤӑӦӄӢ̷࿋ഒќ̟ੇޕ૑にҪҬҹӓ໛ᆜѕцをಕໟќ൷๵ъѐるѽл

なള౒をѝҁない̡ީଠҪҬҹӓഄ݈にവь̟ӑӦӄӢ̷ѣഄ݈Ѥ।ਕめない̡ࡀ໸ѣྣᅆౖѹ೧੣ऌᇊѣࡠڞにљいћ̟

ଯඑѹૢڞњцがะญъҁにфい̡ॢќຐ໛ьћいるため̡̠ ॢѣҪҬҹӓѣണにລ૜ѣҪҬҹӓをۦᅀюるѣѤྌ঳ᅵษ

ќあѿ̟Ⴇ̟ॢѣҪҬҹӓにѽѿහ຿にпцる௝၈ࢣᄜに๗めћいる̡̠ ॢѣҪҬҹӓをߋᅀьћいるрら̡̠ ॢѣҪҬҹ

ӓをᅧᅀьћいるѣќ̟໐୔にюるྣᅆがない̡̠ ॢѣੇޕ௝၈ҪҬҹӓがあるѣќລ૜ѣѷѣѤྣᅆなь̡̠ ॢଘຐѣ̟݁

໸ьћいる̡̠ࡀ ॢ຿಻ધාഡがຎڵѣҪҬҹӓをౙྐь̟௝၈ࢣᄜќтるၒがੇޕവܥにᄜ঳ѕѝપл̡ॢၼੇ৫ౘ෭௹

ӀҶһӢ̷Ңをߋᅀьћいるため̡ॶҪҬҹӓѤ̟෭௜ࣅჄѝѣᇍຍがќтないため̡দ೧੣をьћьѳлрѷьҁない

を௳らなфなるため̡̠࠰ࡀ࿔௿рら̟ࢯ ਈѳたѤॢќ๼ڵъҁたҪҬҹӓをધාがછᅀюるૉが঳ᅵษѝપ҄ҁる̡ਘ໪

๘ඩにຐ໛ᄬซѣため̟ࡀ໸ოにљいћѤॶ૑฿ќѤ࿋ბќある̡ੇޕがཿ޶ษஜないඒڱќあるшѝѹڤຍなўにѽѿ

೧੣юる௱ۀがђѣ๓๘р҄るшѝѷ 1 љѣᅆہѝપл̡̠ ьћܥᅬќവࠊრѝѣ࠙ओрら̟шҁѳќқҢҮӞќѣࡋޕੇ

いる̡̠ ѣफ६がஜなф̟ྣᅆなҪҬҹӓܥവޕᄜѣᄜ঳ౖを໢ૢьћпѿ̟ຐ໛をग़ກඩ̡ੇࢣにпいћ̟௝၈ܥവޕੇ

にവюるඑૢがない̡ધѝ࿓ѣҮҠӘӝҹҖ̷にގтがある̡̠ ஛ъな૜૔ളѣため̟௱ۀがஜなфいыѝいл૑にлѳь

ҪҬҹӓѣߋᅀがќтないѝપ҄ҁѳю̡̠ ௒記ќҪҬҹӓќୋ分ࡀ໸ьћいる̡̠ ௱ۀにവьћ̟ซ࠽ษにऌᇊюるшѝ

がྣᅆќあるが̟ണѣࣅჄѣためऌᇊѣݶࡀがஜない̡̠ ௱ۀѣఘిがഒѿない̡̠ ௱ిۀがஜなфॶ場വܥに෪҄ҁћт

た௝၈໛ᆜѤঞѳ҄ьになјћいる̡̠ ௱ిۀѣ࿋ഒ̡௱ۀ಻ۀにҪҬҹӓѣ೧੣をᅬݷъѐ̟ᄜ঳ߋᅀюるѣѤ໎ьい̠
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ѳた̟ၼੇ൷๵࿫ޓړࣆќѤછл࿈๘が৹фない̡̠ ఘۀがஜない̡̠ ఘۀがഒѿない̡̠ ఘဲޱۀがਙ໎̡ఘૉڤຍќఘが

ဦ҄るѣќ̟ॽఘѣૢڞќ೧੣๸にਮがќる̡̠ಕໟ൷๵がいないため̟Ӂҙӂҙѣเ஢がない̡ ೢซќтћいないૉがあј

た場合にଛࠗがррるが̟ೢซがതфなるѝҪҬҹӓがછいにфいѷѣになる̡̠ ൌࡋრなੇޕが཈ౡьћいないため̟फ

६がないが̟ۦᅀにљいћຠにબௐѤない̡̠ ൷๵ଅѝьћѤ̟㈪㈯ќあるѝપいѳю̡̠ ൷๵ଅޓړ೧੣ќтない̡̠ ൷๵

௱ۀѣఘษ࿋ഒ̡൷๵௱ిۀがஜないためҝӍӟ̷Ҳをဲޱќтない̡ඒၒ૜૔ളにпцるၼੇ൷๵௱ۀѣఘిがஜない

૑にѤ̟ఘაᄔ಑ѣૉჄになるѝ৤нる̠ྐජ࿁๸にᄬ઎をষцがі̡෭௹ഓ๘ѣ࠙ओќ̟1ޕრੇࡋにൌڢ љѣ৷ჭѣ

໛ᆜに૑ࠗがррѿюуる̡̠ ๓がຐ໛ьћいるѣќࠗにあјћいる̡̠ ๓ຘ࿓ॢѣҪҬҹӓをછᅀьћいるため̡๓ຘ࿓

ॢຐ໛分ќവܥќтћいる̡̠ ຐ໛̟ۦᅀにओるఘۀѣ࿋ഒ̡ຐ໛ঞѣ౒๘ဦ৐ѹࢪࠅဦ݂にҪҬҹӓがവܥќтない̡ຠ

になь̡཈ੇ૑にไॴࢊ࢞がҬһҶӊьた場合にછᅀ࿋݉ѝなѿ̟࿳ࢋঞѣ੣ࣅがཪ੻݂юるшѝѭѣॗ໫̡ྣᅆな௝၈

ѣഄ݈̟ҪҬҹӓގ཈にѽる෥࿜̡݂࿫୿ႛにᄼૡѹྣᅆな௝၈がڤなѿ̟๼ڵが໎ьい̡࿸ిѣ࿫୿にѽるग़ກがྣᅆ

ќあるがఘۀ࿋ഒ๸ѣᅬᄢрらకෞьにфい̡န૑ѣࣅჄにп҄ҁ̟ҪҬҹӓを୞එюる૑ࠗがない̠ӑӦӄӢ̷࿋ഒ̡̠

န௜૑にऌᇊюる૑ࠗが჆い̡န௜૑ѣҪҬҹӓќなф̟рљຐ໛にѽјћ཈ౡюる࣮ളษなӔӝҶһが࿋ბな̟ڢ๩ૄ

ѣᄔ಑୶ڕを৹めらҁない̡န௜૑ᅧᅀѣ࿈๘がॻらҁћいる̡၈ຘষцͅ L ҕӜ̷һ ѣ͆໛ᆜが੎рюућੇޕ૑にവܥ

ќтない̡ ၼੇ಻ཛにррるшѝѕが̟ҪҬҹӓѹ計ݭなўがതфあѿ̟ڵႏに๼合ќтるшѝがၱьい̡̠ၼੇ൷๵ͅ ಕჸ͆

௱ۀがஜない̡̠ ᅗ໪๘ຐ໛ᄬซ̡ᆭ૊юるണѣҪҬҹӓѷあѿ୔࿸ьћいる
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追加 II-1. 今後システムに整備が必要な機能

設問： ॶ੔̟ࡍ૜૔ളќဲᄜьћいない̟あるいѤ࿋ୌ分ѝપлࡀ໸ќ̟ਘঞ̟ౙྐがྣᅆќあるѝપлࡀ໸

にљいћࢲнћфѕъい̠࿸ిಱൗૡ̣ಱൗ઻͑ ࠙ͅࡀڕொහなў௒ࡃ ਈѣ࠙ࡀ๸ が͆ด࢞юる௝၈ͅ ඒగ

௝၈ѹࡃொ௝၈๸ を͆໿ٷюるࡀ໸͒͑ ྈޕѣ௢ࢴを໿ٷюるためѣҮӦҨ̷̟ҞӔӜなўをڵ८ษにࠊ

ᅬюるࡀ໸͒͑୊Ⴢѹީୟ಑࠙ࡀなўрらѣྈޕ௝၈をౙᅬ̡ࢣᄜь̟വܥをબ܎юるࡀ໸͒͑୊Ⴢにവь

ћ ྋ̟໎߬ਇなў௝၈をเ൦юるࡀ໸͒͑ྋ໎୹ѣގಈ̟ۦ ۫なў୊Ⴢྋ໎に࠙юるࣅჄをબ܎юるࡀ໸͒

໸͒͑ࡀᄜюるࢣୟ಑ૉჄ୹なўѝ௝၈を̟ࣆහ຿࿫にпいћ̟ണѣ࿫ࡍ͑ ᆦಅ૜૔ളўльが̟ৄڱྋ

໎なўৄڱなവܥѣために௝၈ࢣᄜюるࡀ໸͒͑௒࠙ͅࡀڕ ๓ຘ࿓ॢ に͆വьћྈޕ௢ࢴѹവܥ௢ࢴを၈ਇ

юるࡀ໸͒͑ࢍݦѣੇޕૉᆰを܃ᅦь̟ੇޕവܥѣઅ৤ѝюるࡀ໸͒͑ђѣണ͒

Fig. 追加 II-1  ಱൗъҁた߇合

その他の記載

AI ѣߋᅀͅ ྋ໎߬ਇ཈ᆮ஀̡͆ ӑҬҦӒѝѣᇍणࡀ໸ͅ ৄ၈ო̡͆ ࠥଛॢѣੇޕ௝၈ҪҬҹӓѤ̟؍を஋いћౙྐъҁћいる

ѣќѤないр̡̠ ॶ੔ѣॢѭѣ၈ਇѣためѣҪҬҹӓに̟ݸ๹ᆰにあるࡀ໸を݈нћѷڞႴをなъない̠ੇޕ௝၈ѣମେ̡

分౸๸を৫нるအѣҪҬҹӓがྣᅆ̡̠ ॶ૑฿ќѤ࿋ბ̟ਘঞѣग़ກݢ൏̡ॶ௢をછいшなюѣќいјѦいќある̡̠ ਘѣ

௝၈ҪҬҹӓにљいћѤॢќౙྐъҁћいる̠Ҫޕ໸Ѥછいшなѐѳѐ҈̡ੇࡀ௒ѣړ໸ќ࿋ୌ分ѝપјћいない̡ਘࡀ

Ҭҹӓౙྐѷൌಃѕが̟ఘဲޱۀがݢ൏ќю̡̠ આᅫॢ೴合ၼੇҪҬҹӓをᅧᅀьћпѿ̟࿋ୌ分な฿Ѥない̠ͅ ໸をഄࡀ

ьюућѷ̟ᅧᅀѤਙ໎なため̡͆ ધහૼѣౙྐにཕい̟ຐ໛юるၼੇ࠙ᇍҪҬҹӓ಻ཥ̡બ܎࿿ૄ̟ྐජ࿿ૄѣࠊᅬࡀ໸̡

ଠ̴ѣҪҬҹӓ๸がഄн̟૳੒ѣ཈ੇ૑にവܥќтるѝѤપнない̡ҪҬҹӓѣӔӦҹѹ೧੣࡚໸ଙຝに૑ࠗをᅆь̟ႏ

ᅗࣅჄがп҂ђрに̜̿ఘ̟ۀಕჸݍ࿋ഒ̠ఘაに࠙҄るࣅჄќあѿಕჸ௱༖඙юるѽлなਈрらѣ෭൦がѰьい̡̠ ୊ݍ

ѣྈޕ໢ซ  ྈޕଅൌස၂に࠙юるҪҬҹӓ̡௱ۀѣഹ഻ࡀ౓̟༖ྐ഻౓をѝる੒に̟ўѣඍޏќўѣ഻౓をѝるѣがၱѳ

ьいр௝၈を༖௹ьћѷらл̡ކࡀൌےなўѣऴ၈ѣୟる࠱୯̟ႧѤݷ஋࠱୯がѽф҄рらない̠ӓҳにഹࡀьћいる߷

эがюる̡̠ ධڞ၈ѹकၔѣ཈ᆮѣқӝҕ分ц̡හ຿ѣ௝၈ࢣᄜ૑をჭษѝьたધѣၼੇ௝၈ҪҬҹӓѝॢѭѣ၈ਇ๸をჭ

ษѝьたၼੇ௝၈ҪҬҹӓѣ௝၈ᇍणࡀ໸̡̠ ේჿॢќѤੇޕ௝၈ҪҬҹӓがۦᅀގઢъҁћいる̠

ྈੇଅબ܎に࠙юるࡀ໸̡ྣᅆѝપ҄ҁるѷѣѤあるが̟ྊᅀษに໎ьいѷѣがある̡̠ ࿋ୌ分ъѤ߷эћいない̡ၼੇ൷

๵௱ۀѣఘۀ࿋ഒ̠ॶ੔ 1 ఘќണࣅჄѝѣॎჄ̡ᄼ̴な௝၈がด࢞ъҁћいѳюが̟છいшなѐない̠ൾい૑ࠗќྣᅆな

௝၈ѭѣҕҢҮҬがਙ໎に߷эる̠
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III-1. ドローンの導入状況

設問： ࡍ૜૔ളにпцる̟ҼӠ̷Ӧѣຐ໛௢ࢴѤいрがќюр̤๵ћѤѳるѷѣに ☑ をљцћфѕъい̠ൗ

ૡ̣ڵ ಱൗ઻͑ ຐ໛੆Ѵќある̟ѳたѤ࣮ളษにຐ໛ѣग़ກをకめћいる͒͑ॶ૑฿ќ計̡ݭ ᄬซѤないが̟

சᅗษにѤຐ໛݉໸ౖがある͒͑ࢥซ๸をบॆьたჂࠗࠬࣅ๸にѽるۦᅀを৫јћいるため̟૜૔ളѝь

ћѣຐ໛Ѥьћいない͒͑ ຐ໛ѣ݉໸ౖѤない̟ѳたѤຐ໛にљいћຠにग़ກѤьћいない͒͑ ђѣണͅ ૜

ᄢ記ୡ͆͒

Table III-1  ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. III-1  ඒၒအѣ߇合

※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある!



ၼੇ࡚޻ݏୠय़ࢅ୹य़ૄࢅᆎ്̜ 414 ৽̜2017 ໪ 12 ॉ

͘64͘

その他の記載

ҼӠ̷ӦをဲᄜьћいるჂࠗࠬࣅѝࢥซをบॆьћいる̡̠ ৄ၈൷๵࿫ࣆにпいћۦᅀьћいるҼӠ̷ӦѣѰр̟Ⴢࠗඇള

ѝੇޕ૑にпцる৩ࣲ੶ۭに࠙юるࢥซをบॆьћいる̡̠ ຍが৫҄ҁた場合ѣྊᅀͅߋซ཈ຍにཕлࢥ ᆋଅࡣࢥќृซ が͆

රьф৹いѝབඊьたѝтにѤ৯໛をग़ກюる̡̠ 3 ѣࢥซќവܥюるᄬซ̡ၼੇќѤなф̟ரၼќຐ໛̡ҼӠ̷Ӧにљい

ћѣ௝၈ମେを৫јћいるඍ̡ޏҼӠ̷ӦѤધ PR ჭษќ৯໛ьћпѿ̟ੇޕᅧᅀѤ৤нћいない̡ҼӠ̷Ӧを୹ᄜюるჂ

ซบॆをग़ກьћいる̡̠ࢥѝѣࣅࠬࠗ ࿫ૉჄ೏合ѣரၼ୿に༖ྐъҁћいる̡̠ڵ ഈにѽѿ୹ᄜ̟છᅀьћいる̡̠࠴ ซࢥ

Ѥบॆьћいないが̟Ⴢࠗࠬࣅѽѿ݄рあҁѥߋᅀьћ݁ъいѝѣᇍᅜあѿ̡̠ࢥซ๸ѣบॆにѽるჂࠗࠬߋࣅᅀをग़ກඩ̡

ᅀюる݉໸ౖがある̡̠ۦѝบॆь̟ࣅซ๸をჂࠗࠬࢥᅀюるᄬซ̡ۦซ๸をบॆѷࢥ ॢがჂࠗѝࢥซをบॆьћпѿ̟ྣ

ᅆな場合ږᅙюる̡̠ ரၼќຐ໛ьћいる̡̠ڱৄ ਘঞ̟Ⴢࠗࠬࣅѝѣࢥซにѽるۦᅀを৫лᄬซ̡ਘঞ̟Ⴢࠗࠬࣅѝѣࢥ

ซบॆをग़ກюる̡̠ ᅀќѤないがဲᄜьћいる̡੎௉にޕซにѽるຐ໛をग़ກ̡ੇࢥ܎ܥ૑ޕ૑にѤଋ௒ѣᄬซ̡ੇޕੇ

љいћѤ̟未ซ̡૜૔ളѝьћѣຐ໛Ѥьћいないが H28 ၼੇऌᇊにჂࠗࠬࣅがઅ݈ьた̡̠ ரၼ୿ќဲᄜьћпѿۦᅀ

໢ьћいるためॶ૑฿ќ૜૔ളѝьћѣຐ໛Ѥьћいない̡̠ޱ ரၼႏ࿫ќຐ໛੆̡ണݢにпいћຐ໛ᄬซ̡ണ࿫ࣆќຐ໛

੆Ѵ̡ຐ໛ѣᄬซѤないがҼӠ̷Ӧѣౖ໸ѹ݉໸ౖにљいћय़ࢅьћいる̡ຐ໛ग़ກを৫јたが̟ྊᅀო̡ۦᅀოќ૜૔

ളќѤ࿋݉໸ѝབඊьた̠ჂࠗࠬࣅѝѤᇍण̡ۦᅀюるшѝќ෕ౙඩ̡̠ ຐ໛੆Ѵќあるが̟ੇޕをჭษѝьたѷѣќѤな

い̡̠ ၼੇ̡ࠒর̡໻రઍࣅ๸にߋᅀќтるが̟3 ଅѣ๽ౙがљрない̡ႏ໪๘  ຐ໛ᄬซ̡Ⴢࠗѝѣࢥซ๸にѽѿۦᅀѣ݉

໸ౖѤある̡Ⴢࠗࠬࣅѝѣ̟ࢥซなўѣૉᆰをධાьћいる̡Ⴢࠗࠬࣅѝѣࢥซをࡣࢥඩќある̡̠ Ⴢࠗࠬࣅѝѣࢥซをग़

ກ̡Ⴢࠗࠬࣅѝѣࢥซをᄬซьћいる̡̠ Ⴢࠗࠬࣅѝࢥซᄬซ̡Ⴢࠗࠬࣅѝੇޕ૑ࢥᆜࢥซ๸ѣบॆに๗ᆜюる̡̠ Ⴢࠗࠬ

ซบॆをᄬซьћいる̡̠ࢥ๸ѝѣࣅ Ⴢࠗࣅଅѭѣښ൜が৤нらҁる̡̠ Ⴢࠗඇള๸ѝࢥซѣบॆをग़ກьћいる̠
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III-2. ドローン導入の予算規模

設問： ѷьҼӠ̷Ӧをຐ໛юるѝьたらͅ ѳたѤຐ໛੆Ѵѣ場合Ѥ̟͆ ђѣૉࣅѣᄬ઎ࡋრѤўѣน๘がᄬೢъ

ҁѳюр̤๵ћѤѳるѷѣに☑をљцћфѕъい ൗ̠ڵૡ̣ ಱൗ઻͑ 1, 000Ⴏ܆෗͒͑500〜 1, 000Ⴏ300͑͒܆

〜 500 Ⴏ100͑͒܆〜 300 Ⴏ50͑͒܆〜 100 Ⴏ50͑͒܆ Ⴏ܆未Ⴑ͒

Table III-2   ๓ຘ࿓ॢအѣ߇合

Fig. III-2  ඒၒအѣ߇合

 

※分母に未記入を含むため合計が 100%にならない場合がある 
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III-3. ドローンの運行形態

設問： ҼӠ̷Ӧѣۦ৩Ѥ̟ўѣѽлなज഻がᄬೢъҁѳюр̤๵ћѤѳるѷѣに ☑ をљцћфѕъい̠࿸ి

ಱൗૡ̣ಱൗ઻͑ ෟ۫ۦ৩̢࿫୿ѳたѤ࿸ి࿫୿ќࡀളを৯໛ь̟ۦ৩ࣅჄͅ ೧୓̡ࡀളౙྐ̡ۦ৩ࠊᅬ͆

Ѥ૜૔ളѣ௱ۀが૳યюる̠͒͑ ࠗಅۦ৩̢૜૔ളがࡀളを৯໛ь̟Ⴢࠗࠬࣅѹ NPO ๸ѣޓ࿫ඇളにۦ৩

Ⴤͅࣅ ೧୓̡ࡀളౙྐ̡ۦ৩ࠊᅬ を͆ښ൜ь̟૜૔ള௱ۀѤшҁをࠇມюる̠͒͑ޓධۦ৩̢ҼӠ̷Ӧѣۦ

৩がྣᅆな場合Ѥ̟ࣅჄѝьћ཈ධюる̠͒͑Ⴢࠗࢥᆜにѽるۦ৩̢ҼӠ̷Ӧѣۦ৩が݉໸なૉࣅଅѝੇ

Ⴤを૳યюる̠͒͑ࣅ৩ۦ๸がࣅซ๸をบॆь̟บॆьたჂࠗࠬࢥᆜࢥ૑ޕ ђѣണͅ ૜ᄢ記ୡ͆͒

Fig. III-3  ҼӠ̷Ӧۦ৫ज഻に࠙юるݸ๹ѣ߇合

その他の記載

ќтるૉにږる̡ҼӠ̷Ӧにљいћѣ௝၈ମେを৫јћいるඍޏѣため̟௉੎にљいћѤ̟未ซ̡ҼӠ̷Ӧѣᄜᅀౖにљ

いћ௝၈ମେьћいるඍޏќあѿ̟ۦᅀज഻Ѥਘঞ̟ग़ກьたい̡̠ なь̡҄рらない̡ࡀളѤ৯໛ьћいるが̟ۦ৩Ѥ̟

ग़ກඩ̡̠ ग़ກඩ̡ॶ૑฿ќѤ̟಻фग़ກъҁћпらя̟ຐ໛юるᄬซѤないѣќ҄рらない̡̠ ॶ૑฿ќ計ݭѤないため̟

࿋ბ̡ॶ૑฿ќ৤нћいない̡̠ ঱ษঀളにѽるۦཛ̡৩ࣲၔに௳ҁる̟ڢછᅀ࿋̡̠݉ ரၼがۦᅀඩ̡ரၼඇ̡ரၼႏ࿫̡

ຐ໛にљいћѤग़ກьћいない̡̠ ຐ໛にљいћ未ग़ກќあるため̟࿋ბќある̡̠ ຐ໛݉໸ౖ჆ь̡ຐ໛ᄬซѤない̡ຠ

にग़ກьћいない̡ຠにຐ໛ѣग़ກѤьћпѿѳѐ҈̡̠ ྣᅆѝ৤нる場合がない̡未ग़ກ̡未ซ̡ᄬซなь̠
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III-4. ドローンで実現したい業務

設問： ૳ॶѣ݉ྲྀѤѝѷрф̟ҼӠ̷Ӧќ૳યьたいࣅჄѤ݄ќюр̤ຐ໛੆Ѵѣ場合̟ўѣѽлなࣅჄにҼ

Ӡ̷Ӧをߋᅀьћいѳюр̣૜ᄢ記ୡૡ

Table III-4-1  ࿈ୟ൴থͅ ѳќ͆ڕ50 Table III-4-2 ൴থͅࡎࢣ  ѳќ͆ڕ50

 

単語 出 回数 単語1 単語2 共起回数

況 227 況 ☜ㄆ 113
災害 216 災害 況 98
☜ㄆ 163 ᢕᥱ 況 80
⿕害 100 災害 ☜ㄆ 79
ሙ 90 況 ⿕害 78

ᢕᥱ 89 災害 ሙ 66
ㄪᰝ 73 況 ⿕災 61
⿕災 71 ሙ ☜ㄆ 50
ᤚ⣴ 47 ᢕᥱ 災害 41
᝟ሗ཰㞟 47 災害 ㄪᰝ 38
撮影 46 ᢕᥱ ⿕害 34
資 39 ☜ㄆ ⿕災 33

ୖ✵ 36 災害 ⿕害 33
ᴗົ 34 況 ㄪᰝ 32
⟠ᡤ 34 況 ሙ 30
Ꮩ❧ 33 災害 Ⓨ 28
Ⓨ 30 ᝟ሗ཰㞟 災害 27
ᆅᇦ 30 ☜ㄆ ⿕害 26
ሙᡤ 27 ⿕害 ㄪᰝ 25
༴㝤 27 撮影 災害 21
✵撮 24 ᢕᥱ ⿕災 19
ά 22 ᤚ⣴ 行᪉୙明⪅ 19
行᪉୙明⪅ 22 撮影 況 19
ほග 19 Ꮩ❧ 況 18
ᗈሗ 19 資 況 18
㍺送 17 ᤚ⣴ 況 18
ᅔ㞴 15 資 ㍺送 17

41RP ᤚ⣴ 災害 17
᝟ሗ 14 ୖ✵ 災害 17
ᅵ◁災害 14 ୖ✵ 況 17
Ἑᕝ 13 ᆅᇦ Ꮩ❧ 16
こと 12 Ꮩ❧ 資 16
搬送 12 ሙᡤ ☜ㄆ 15
運搬 11 ༴㝤 ⟠ᡤ 15
ᆅ༊ 11 ᴗົ 災害 15
㑊㞴 11 ᢕᥱ ሙ 15

ᆅ 10 況 Ⓨ 14
ഄᐹ 10 ᴗົ 況 14
ᩆຓ 10 ᆅᇦ 況 13
映像 10 ᤚ⣴ ☜ㄆ 13
ドローン 9 災害 ⟠ᡤ 13
㐼㞴 9 災害 ⿕災 13
㐨㊰ 9 ά 災害 13
動 8 Ꮩ❧ 災害 12
౑ 8 ☜ㄆ ⟠ᡤ 12
཰㞟 8 災害 ✵撮 12
導入 8 ⿕災 ㄪᰝ 11
対応 8 Ⓨ ☜ㄆ 11
⿕災ᆅ 7 ሙᡤ 災害 11
䜲䝧ント 7 ୖ✵ ☜ㄆ 11
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III-5. ドローンに求める性能・機能

設問： ૳ॶѣ݉ྲྀѤѝѷрф̟ҼӠ̷Ӧにࢀめるౖ໸̡ࡀ໸Ѥ݄ќюр̤ຐ໛੆Ѵѣ場合Ѥ̟ࡀളѣ჏஻̡ྍ

৫ౖ໸ѣޘᅹにљいћпࢲнфѕъい̣૜ᄢ記ୡૡ

Table III-5-1  ࿈ୟ൴থͅ ѳќ͆ڕ50 Table III-5-2 ൴থͅࡎࢣ  ѳќ͆ڕ50

 

単語 出 回数 単語1 単語2 共起回数

飛行 104 可能 飛行 25
操作 77 性能 飛行 20
機能 69 最大 速度 19
可能 46 長時間 飛行 18
こと 46 安定 飛行 18
性能 43 撮影 機能 16
撮影 39 カメラ 機能 14
安全性 36 可能 操作 12
カメラ 36 機能 飛行 12
安定 32 可能 撮影 11
飛行時間 32 操作 飛行 11
時間 32 可能 長時間 10
長時間 29 できる 飛行 10
最大 29 距離 飛行 10
映像 25 機能 自動 9
距離 23 容易 操作 9

資 21 操作 簡単 9
自動 20 悪天候 飛行 9
バッテリー 19 機能 像 8
運搬 18 カメラ 可能 8
動 18 最大 飛行 8
能力 17 km 最大 8
操縦 17 操作 長時間 8
像 16 操作 簡易 8

速度 16 動 撮影 8
機体 15 安全 飛行 8
簡易 14 できる 機能 8
連続 14 可能 資 7
耐久性 13 操作 機能 7
DJI 13 最大 距離 7
防水 12 動 機能 7
容易 12 カメラ 操作 7
対応 12 性能 操作 7
重量 12 操作 耐久性 7
災害 12 安全性 操作 7
ファントム 12 資 運搬 7
悪天候 11 可能 性能 7
導入 11 安全性 飛行 7
もの 11 可能 機能 7
PHANTOM 11 連続 飛行 7
鮮明 11 安定 操作 7
ドローン 10 自動 飛行 7
程度 10 撮影 飛行 7

況 10 カメラ 飛行 7
01mk モード 最大 6

安全 10 性能 長時間 6
簡単 9 安定 機能 6
運 9 能力 飛行 6
Phantom 9 性能 防水 6
搬送 8 バッテリー 飛行 6
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追加 III-1. ドローン導入時の意図・目的の達成状況

設問： ҼӠ̷ӦѤ௒ࣲрらѣ੶ۭ๸をᄵڠに৫лшѝがќтるࡀ੕ќюが̟ҼӠ̷Ӧ૜ളを৯໛ьたѕцќ̟

݄らрѣݢ൏をृݷќтるຘ࣮ќѤあѿѳѐ҈̠ђшќ̟ࡍ૜૔ളにпいћ̟ҼӠ̷Ӧຐ໛૑にಈซь

たڞ఩̡ჭษѤўѣน๘൦౗ъҁѳьたр̤̜ಱൗ઻̢͑ ҼӠ̷Ӧをຐ໛ьћいない͒͑ ຐ໛ьたが̟Ѱ

ѝ҈ўᅧᅀъҁћいない͒͑ߋᅀюるᄬซѤあるが̟ॶ૑฿ќѤႏ཯ќۦ৩юるݶࡀがຝらҁћいないた

め分рらない͒͑ೢซьћいなрјた݄らрѣ९ͅہ ྍ৫ౖ໸が࿋ୌ分 ೧̟୓ᇊ଻ݶࡀがஜない๸ に͆ѽѿ̟

ॶ૑฿ќѤᄬซьћいたڞ఩̡ჭษを൦౗ќтћいない͒͑௱ۀにѽるۦ৩̟Ⴢࠗ๸ѭѣۦ৩ښ൜あるい

Ѥࢥᆜࢥซにѽるۦ৩ѷ含めћ̟ᄬซьћいたڞ఩̡ჭษを൦౗ьћいる̟ѳたѤ൦౗ќтる।ਕѴが

ൌтい̠

Fig. 追加 III-1  ಱൗъҁた߇合




